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中学男子生徒を対象とした

バレーボールの授業の指導法

米田博行

１．はじめに

体育の授業で行なわれるスポーツ教材の指導は、教材に対する愛好度やjUmiD能力など、個人差を

侍った生徒を対象に、授業時間、クラス鰭成、施投、用具等の大きな制約のもとで行なわれる。した

がって、部活動などの選手養成を目的とした通常の指導法とは異なった指導法が考えられなければ

ならない。バレーボールの指導法については、一般的な技術指導を中心としたものが多数あり、ま

た、授業で行なわれるバレーボール教材についても数々の指導法が主張されている。しかしながら、

これらの指導怯は授業の実践の中で、その優劣が客観的、実証的に、必ずしも明らかにされている

とは召いがたい。そこで、本研究では、バレーボール教材の指導法、とりわけ初心者段階の指導法

について、実験授業を通して実証的に、その蛆ましい指導法を明らかにしようとしてきた。

2.前回の研究

初心者を対象にしてバレーボールの授業を行なっていく場合には、次の４点が並要なポイントに

なると考えられる。①技術指導の系統性、－どのような技術から指導して行くか。②学習形態

一一斉学習、班別学習、グループ学習のいずれの学習形態がよいか。③ゲーム、－どのような

ゲームをどのくらい行なえばよいか。④単元（授業）時間数、－何時Ⅲ]くらい単元を投定すれば

よいか。これらの点に関しては、現在さまざまな主張がみられるが、必ずしも十分に実証的に明ら

かにされていない。そこで、1981年、1982年と過去２回、中学１年生男子の生徒を対象に、バレー

ボール教材の初心者に対する指導法について実証的に明らかにしようと拭みてきた。これらの研究

では、特に、前ｉｄの①技術指導の系統性。②学習形態。③ゲーム。の３点に視点を０１tいて、現在主

張されているさまざまな指導法を分析し、そこから典型的な３つの指導法のモデルを作成した。そ

して、それらのモデルに基づいた１１１元計画を立て実験授業を行ない、その学習成果を技能発達と生

徒の授業評価から比皎検討して、望ましい指導法を明らかにしようとした。

第１回目(1981年)の研究瓢､Ａ型;ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽから導入するｹﾞｰﾑ多用､班別学習
型。Ｂ型；オーパーハンドパスから導入する個人技能練習中心、一斉学習鋼。Ｃ型；攻峡のコンビ

ネーション中心、グループ学Ｗ型。の３つの指導法のモデルを比較した。その結果、Ａ畑、Ｃ型が

比較的よい成果をあげた。また、ゲームや築団の人間関係などの重要性が示唆された。しかし、と

;鰯I逸翻:;M:戦:鰯縦f不潔了塞魁繩遥震臘蕊２
した。Ａ型はアンダーハンドパスから導入し、ゲームを中心に展開し、Ｃ型は攻撃のコンビネーシ

ョンを中心に展開するようにした。学習形態はどちらもグループ学習とした。第２回目の研究の結

果では、Ａ型、Ｃ型ともよい成果をあげたが、わずかにＣ期がより効果的であることが明らかにな

った。また、第１回目同様、技1iEの発達段階や学習課題に対応したゲーム、民主的な人１m関係や王

・本研究の１部は、昭和58年皮科学研究費補助金（奨励研究Ｂ）を受けて行なった。
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体的な学習態度を高めるグループ学習の亜要性が明らかになった。加えて、単元の中間と単元終わ

りの時点で技能発述の比較の結果、単元時間は少なくとも20時間以上必要であろうと推測できた。

過去２回の研究の戯略は以上であるが、授業を熈成する要因は多様かつ襖雑であり、これらの結

果をもって、一園にはどのような指導法がよいか断言することは困難である。変数を限定して、く

り返し実験授業を行なって検証する必要がある。また、これらの研究では、２１時間の単元時間を設

定して実験結果を行なったが、現学習指導要領では、極目あたりの時間数の制約がなくなり、かつ

面目が柄選されたが、バレーボールの授業に各学年このような時間数をあてることは困避である。

しかし、過去２回の研究の結果から推測できるように、９～15時間程度の単元時間では十分に学習

成果をあげることはできないと考えられる。従来のように、各学年に９～15時間程度の単元時間を

設定して授業を行なうよりも、各学年で敵点教材を決め、十分に単元時間を設定することが必要で

ある。このようなIIii点教材、大単元制の考え方は現学習指導要領においても推奨されている。こう

したことから、中学校では何年生でバレーボールの授業を行なえばよいか明らかにする必要がある。

この点に関して、授業実践の経験や２回の研究を通して、初めてバレーボールを学習する場合、中

学１年生では身体的発達の段階からみて、学習の成果を上げにくいのではないか。むしろ２年生か

ら学習を始め、十分に単元時間を設定する方がよいのではないかと感じてきた。もし、２年生から

学習し、３年生に次の段階の学習を行なうとすれば、1年生から学習し、２年生で次の段階を学習

するのとでは、学習成果にどのような差が生じるかを明らかにする必要がある。

3．研究の目的

研究Ｉで、初めてバレーボールを学習する中学1年生と２年生を対象として、過去２回の研究で

よい成果をえたＡＺｉＬＣ型の指導法のモデルを用いて実験授業を行なって、技能発達と生徒の授業

評価の点から分析しする。その結果を比較し、中学１年生と２年生のどちらでバレーボールの指導

を始めるのがよいか。つまり、1年生と２年生におけるバレーボール教材の適時性を明らかにする。

また、Ａ型、Ｃ型のどちらの指導法がよいか明らかにする。研究Ⅱで、前年ですでにバレーボー

ルの初歩的段階を学習している中学２年生と３年生を対象として、第二段階の指導法を用いて実験

授業を行う。技能発達の面で分析を行って、２年生と３年生の学習成果の差を明らかにする。また、

３年生では、ゲームでのルールのちがいが技能発達にどう影響するかをW]らかにする。以上の研究

Ｉ、Ⅱと過去２回の研究の結果の合わせて考察し、中学男子生徒を対象とするバレーボール教材の

指導法を明らかにする。

4．研究Ｉ

１）研究の方法

（１）実験授業の対象

奈良女子大学文学部附属中学校１年生男子60名（Ａ型クラス30名、Ｃ型クラス30名）。同校

２年生男子61名（Ａ型クラス31名、Ｃ型クラス30名）。なお、対象生徒はすべて初めてバレー

ボールを学習する。また、バレーボール部員は含まれていない。授業実践者は同校のＫ教諭で

ある。

安堵中学校1年生男子40名（Ａ型クラス20名、Ｃ型クラス20名）。同校２年生42名（Ａ型ク

ラス2】名、Ｃ型クラス21名）。なお、対象生徒のうち２年生で若干名が校内の球技大会でバレ

ーボールを軽験しているが、その他は、初めてバレーボールを学習する。バレーボール部員は

含まれていない。授業実践者は1年生が同校Ｕ教諭、２年生が同校Ｍ教諭である。
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(2)実践授業の期日

1982年４月～７月、1983年９月～12月。各モデルと622時間の授業を行なった。ただし、内

２時llUは単元の始めと終わりのスキルテストを行なった。

(3)研究の手続き

①指導方法に関するモデルの設定

過去２回の研究において良い成果を得た２つの指導法のモデルとほぼ同じ内容を投定した。

２つの指導法のモデルの特性は次のようである。なお、２つのモデルは過去の研究との関係

から便宣上、Ａ型、Ｃ型と仮称する。

。Ａ型の指導法の特性

個人技能から災団技能へ段階的に学習しながら絶えずゲームにまとめて行くゲーム中心型

の指導で、学習形態はグループ学習である。このようなゲームを麺視した授業やそれに対

応したグループ学習の意義は[楽しい体育」論を標傍する人達に共通して強調されている。

しかし、技術指導の系統については承認された定型的パターンが存在するわけではないが、
もし、初心者段階でゲームを中心に授業を展開しようとすれば、必然的にアンダーハン

ドパスを中心に指導することが必要になると考えられ、実際に、初心者指導におけるアン

ダーハンドパス中心型の有効性を実証した研究もみられる。そこで本研究では、このよう

な立場の主張を尊重し、また過去２回の研究結果を踏まえて、次のような原則を立てた。

＜技術指導の系統＞－アンダーハンドパスから導入し、漸次オーバーハンドパス、アンダ

ーハンドサーブなどの個人技術を指導し、加えて後半に初歩的なサーブレシープのフォー

メーションやコンビネーション攻隈を指導する。

＜ゲーム＞－－生徒の技能指度や学習指導に応じたゲームを工夫し、ほぼ毎時間ゲームの時

間配当する。なお、ゲームの総時IlU505分である。

。Ｃ型の指導法の特性

Ｃ型は攻験のコンビネーションを中心とした指導で、学習形態はグループ学習である。こ

のモデルの原則は学校体育研究同志会の人達によって提唱されているものであるが、その

原則を生かしながら、２回の研究の結果から、いくつかの修正を加えた。

＜技術指導の系統＞－学校体育研究同志会では、バレーボールの技術的特質は「スパイク

を含むパスラリー」と促えられ、意図的な攻砿であるトス・スパイクを含みながらパスラ

リーが続くことがこのスポーツのｉｌｌｌ白さであると考えられている。そこから、指導法とし

ては、２人のコンビネーション技術（トス・スパイク）をベースにしながら、その練習の

中で個々の技能を高めていく工夫が必要であるとされる。そこで、このモデルではトス・

スパイクという攻撃のコンビネーションの練習に多くの時Ⅱ！]を配当し、後半、レシーブ技

術やフォーメーションを指導する。

＜ゲーム＞－Ｃ型の学習課題か十分述成されるようにルールをエ天した。１つはオーバー

タイムス４回伽のルールでゲームを行なった。これはＡ蝿においてもこのルールで行なっ

雛r五銭liiP:鰭総驚Ｆ１，竺鞠雲雫雲貝鋳ｿ鰯蔬
攻撃につなげるところにある。前半のゲームでは、レシーブ技術の未熟さを考lli【して、味

方からの投げ入れサーブによるゲームを行なった。また、「試しのゲーム」と「終わりの

ゲーム」を除くゲームでは、サイドアウト制なし（サーブ栃なし）の21点制とし、プレイ

のちがいによって得点を変えるボーナス得点制とした。すなわち、トス・スパイクによる
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表1．Ａ型の単元計画
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51分 102５２０雷３０３５如伯５０
ＵＩＵＩＩＩＩＯ 

オリエソテーシⅡン
ＶＴＲＩこよるパレーポー

ルのイメージづくり
学習の目標・方法 グループ分け．役初分1，

２ スキルテスト 卜の肌ス控テ琵狐錘
オーパーハンド゜サークルパス

アンダーハンドロサークルパス
アンダーハンドサーブ

３ Ⅸしのゲ_ム 悦國Ｉ
グループ

観召
ゲーム（鯰球致４回剖・ＩＤ点ゲーム）

４ 威しのゲ－▲ 腱ＩﾘＩ
グループ

風習
ゲーム（触球数４回翻・】0点ゲーム）

５ アンダーハンドパス ｻﾞと巴
の反竹

悦明 アンダーハンドパス
的入れゲーム（アンダーハンドパス）

中中

６ アンダーハンＩｒパス 晩Iil］ 動いてのアンダーハンドパス
的入れゲーム（アンダーハンドパス）

中本

７ 
アンダーハンドパス

オーパーハンドパス
晩ＩｿＩ

アンダーハンドの

パツタパス
オーバーハンドパス

３：３のハーフコート・ゲーム

(味方からの投げ入れサーブ）

８ レシープカパー ｻﾞ,ﾚｰﾂ 
会醜

丁ソ

オー

ハン１２〃

ン牌

fス

ゼス
レシープカパー（ｌ：２）

３：３のハーフコート・ゲーム

(沫万からの投げ入れサーブ）

９ レシープカパー ，ルー
会

ｻﾞ 
限

Ｔソダーハンドパス

オーパーハンドパス
レシープカパー（Ｉ：３）

４：４のハーフコート・ゲーム

(111手コートからの投げ入れサーブ）

1０ サーブレシーブ :,,-： 
アンダーハンドパス

オーパーハンドパス

サープレシープ（４人で：

投入れサーブ）
４：４のハーフコート・ゲーム

(lU手コートからの投げ入れサーブ）

11 
アンダーハンドサープ

サープレシープ
ｻﾞﾙｰﾂ 
会鮫

アンターハンI鼎ｻーブ
サープレシープ（６人で：

アンダーハンドサーブ）

６：６のフルコート・ゲーム

（Ｔソダーハンドサーブ）

1２ [Ｉ８ＩＭｌゲ-△ ｻﾞﾙｰﾂ 
会皿

勿一プU、

皿駈図劃
ゲーム（駐球致４画割｡10点ゲーム）

1３ 中川グーム
脱Ｗｌ
グループ
会限

クループの

脚剛鰹習
ゲーム（”）

】４ ＥＩ８ＩｌＩの反哲
uIlIDゲームのＶＴＲをみての腿櫛（1$にアンダーハンド、オーバー
ハンドパス技術、レシーブの姿飴、レシーブのフォーメーシロン）

グループの学野四度の反禰

1５ 
サープレシープの

うオーメ－シコン
蝉ⅢＩ

Ｔングーハンドパス

オーパーハンドパス
サープレシープのフォーノーシロン ゲーム（６：６）

1６ パス・丁タツク 悦明
オー"←ハ

ンドｊｆス
パスアタツク ゲーム（６：６）

1７ ダイレクトスパイク ﾂﾙｰﾂ 
会鋼

鈎一プの

郷Rn騨濁
ダイレクトスパイク ゲーム（６：６）

1８ トスースパイク ｻﾞﾙｰﾂ 
会鍋

勿一プの

探題邸習
トスースパイク パスートスースパイク ゲーム（６：６）

1９ 
レシ－プ－

トスースパイク
ｻﾞルー
会

ｿ 
頚

レシープーパスートスースパイク グループのElIll原習 ゲーム（６８６）

２０ リグ戦 グループロリ興麺律謝 ゲーム（駐球歓４回刺・'0点ゲーム）

2１ リグ戦 グループp､邸lMQ魂習 ゲーム（”）

璽 スキルテストとまとめ
テストの刀オーパーハンド・サークルパス
松の独りＩアンダーハンド・サークルパス

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞパス
反哲
重とめ



表２．Ｃ型の単元計画

大学のバレーボール郎貝の圏刀そえて、バレー紙一ルのオリエンテーションAIのﾛｷﾞﾘをＶＴＲで作成した。

いすの上に立った行“、３癖ほど殿れたチ･－ムノイトにボールを役Iﾌﾞ．アングーハント,パスで返球されるオ(－ルモ捕球する。
そしてその'１球政を段うゲームである。ネゲトとしで行なうゲームとネヮトなしでやるゲームの双刀を典施した。

ボーナス点制でlユ、トスースパイクでi1l点した場合にIZ3Jfi、ダイレクトスパイク２点．その他のi9点I』Ｉﾉﾀﾞiとした。

Ｃ型では、Ｇ四判の段階では、２'点ｌ１ｊｌＩ（ボーナスi1l点制）を厩川したが、リーグ戦で【よＡＲｒｌとの比較の必抵から,0点ゲームで１J
なった。
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● 

●● 

●●中

中庁中宇

5分１０１５２０２５３０輯４０４５５０

オリエンテーシ、ン
ＶＴＲによるパレーポ

－ルのイメージづくり● 学習の目標・方法 グループ分け．役翻分担

２ スキルテスト

テスト

愚万$
オーパーハンド・サークルパス

アンダーハンド・サークルパス
アンダーハンドサーブ

３ 試しのゲ－ム 説Ｉﾘ１
グループ

畷野 ゲーム（触球数４回禍・’0点ゲーム）

４ 試しのゲ－ム 説9１
グループ

戯轡 ゲーム（触球蚊４１ｺ】制・’0点ゲーム）

５ オリエンテーシヨシ 試しのゲームのＶＴＲをみてのⅨ行 学fIの【】標・方怯の確認（ルールについて）
ソース躯リューノ･の活用の仕刀

６ tｉ 術オリエンテーショントスースパイク） 税印Ｉ
』I（－ル

慣れ
ジャンプキャッチ

ジャンプ１，」ヨトス

ジャンプタッチ
ﾀﾞｲﾚｸﾄｽﾊﾟｲｸ 

ジ＋ンプ１，上トス

ジャンプタプチ

７ 技術オリエンテーション
（トスースパイク）

鍵印Ｉ ジャンプｉｈ上トスースパイク ジャンプ施しトスースパイク パプクトスースパイク

８ ダル－プ凍習
（トスースパイク）

夢ﾙｰﾂ
会期

ジヤンプトス・ジヤンプタヮチ・ダイレクトスパイク
グループ

会韻

９ 

10 

ダル－プ唖籾
（トスースパイク）

ゲル-プ理澗
（トスースパイク）

明プ甑ル説グ会
ﾁﾞﾙｰ 
会

ｿ 
迅

吹上

lfL上

Ｉｎ上

厳し

スージャンプタッチ
スースパィク

スースパイク

スースパイク

４：４のハーフコートでのゲーム
(味方からの投げ入ｵ1サーブ）
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得点を３点、ダイレクトスパイク、ブロックによる得点を２点、その他はすべて１点とし

た。これによって意図的な攻撃を引き出そうとした。

＜グループ学習＞自主的・民主的なグループ学習が強調されるが、指導の系統性を大切

にしながら生徒染団の自主的活動を促進するということは大変難しい問題であるので、

「技術オリエンテーション」での方向づけを綿密にする。教師の意図する指導内容が的確

に学習されるように、教師がグループの学習活動を祇極的に指導した。このモデルのグル

ープ学習はＡ型に比べて生徒の自主的な学習を期待するものであり、グループの話し合い

による自主的な課題の時間も多い。

②単元計画

それぞれのモデルの原則に基づいて、表１，２のような単元計画をたてた。

③実験授業の分析方法

゜技能発達の分析

スキルテストー単元の始め（２時間目）と単元の終わり（21時間）に、オーパーハン

ドサークルパス、アンダーハンドサークルパス、アンダーハンドサーブのコントロールﾃ

ｽﾄを実施した｡なお､これらの方法は豊｡,雛よるものである｡ｵｰﾊﾟｰﾊﾝﾄﾞサーク
ルパスは半径１，Lの円の中でポールを頭上１．５～２疵の高さに迎続してトスを上げる。片

足がサークル内にあればよいが両足とも外に出れば中止する。２回実施して良い方を記録

する。アンダーハンドサークルパスはオーパーハンドサークルパスと同じ方法で迎続して

アンダーハンドでトスをあげる。アンダーハンドサーブコントロールテストはサービスエ

リアからアンダーサープを５回打ち下記の図１のように得点を与える。そして合計得点と

５回中何回コート内に入ったかをMd録する。ライン上はよい方の得点とする。以上の方法

で個人技能の発達を比較検討した。

ゲーム分析一王にチームプレイの発達を比較検討するため

に、「試しのゲーム」（３，４時間目）と「終わりのゲーム」

（19,20時間）をビデオテープに収め、ゲーム分析を行なった。

分析の内容は、。サーブ成功率、。触球数、。触球数中のオー

パーハンドパス・アンダーハンドパス、スパイク．ブロックの

図1．サービスの得点
使用率、｡ラリー数、゜スパイク数、の５項目である。

エリア

上された「態度測定による体育の授業診断」の方法を用いて分析した。

＞（１時間目）と単元の終わり（22時間目）に調査（質問紙法）を実そのため、単元の始め（１時間目）と単元の終わり（22時間目）に調査（質問紙法）を実

施した。女子大附属中学校の生徒に対しては、あわせて、「バレーボールの授業に関する

調査」（質問紙法）を単元の終わり（22時１１M目）に実施して分析した。

以上の、技能発達と生徒による授業評価の点から、学習成果を比較しようとした。

2）結果と考察

（１）技能発違の比較

①スキルテストの結果

個人技能の発達の度合を知るためにスキルテストを実施したがその結果は表３，４に示す

通りである。「始め」と「終わり」のテストで比較すると、すべてのクラスで、すべての技

能で向上した。ｔ検定を用いて分析すると、1年生全体で、すべての技能の向上について有

意差が認められる。学年間で比較すると、「始め」と「終わり」とも２年生が1年生の技能

－６３－ 



スキルテストの結果

表３女子大附属中

．Ｐ＜0.05.．Ｐ＜０．０１…Ｐ＜０００１ 

表４安堵中

三
－６４－ 

オーパーハンド
サークルパス

(錨） 
ＳＤ 

アンダーハンド
サークルパス

(蛾） 
ＳＤ 

アンダーハンドサーブ

（ 瀧） 
ＳＤ 瀧錯 Ｓ、

モデル間の

七検定

全体
１年

２年

始め

終わり

始め

終わり

3.3 

●●● 

7.2 

13.3●●● 

1９ 

7.0 

7.0 

0.8 

3.2 

5.9●●● 

7.2 

11.8●● 

2.7 

5.9 

8２ 

13.0 

4.6 

6.1●●● 

6.2 

7,3● 

2.3 

2.5 

２０ 

2.0 

3.0 

3.7●◆● 

3.7 

4.1 

1.2 

1.3 

1.1 

0 ９ 

１年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

3.1 

8.7●●● 

3.6 

7.3＄● 

1.7 

7.8 

2.1 

6.1 

2.6 

6.6●●● 

3.9 

5.1 

2.9 

６７ 

２３ 

4.8 

4.6 

6.3●● 

4.7 

5.8● 

２７ 

2.3 

２５ 

２７ 

3.0 

4.0●●● 

3０ 

３３ 

１ 

１ 

1 

１ 

４－１’４’ 
４ 

始めのテスト
すべての項目

鰯露紮
トサープ成
功数Ａ＞ＣＯ

２年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

9.0 

143●● 

5.5 

122●● 

9.1 

1０２ 

3.5 

11.5 

7.5 

15.6● 

6９ 

8.3 

6６ 

15.9 

9.7 

8.2 

6.5 

7.7● 

5.8 

6.8 

2.1 

1.7 

2.0 

2２ 

3.9 

4.3 

3９ 

１ １ 

0.8 

1.1 

1.0 

始めのテス

鰯；： 
テ 卜［曰ｏしス

トアンターハン
ﾄﾞﾊﾟｽＡ＞Ｃ● 

始め 1年く２年．●● 1年く２年･･･ １年く２年･･･ 1年く２年。．

終わり 1年く２年ﾛ． 1年く２年．． 1年く２年．．

オーバーハンド
サークルパス

(鵡） 
Ｓ、

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞ 
サークルパス

(鰯） 
Ｓ、

アンダーハンドサーブ

（ 戦） 
Ｓ、 １』』． 瀧鑑 ＳＤ 

モデル間の

七検定

全体
１年

２年

始め

終わり

始め

終わり

3.8 

６９●● 

5５ 

104●●● 

2.7 

5.2 

4.9 

6.3 

3.1 

5.7●⑪ 

4.1 

9.5●● 

1.7 

4.6 

2.5 

11.4 

4.0 

６０●● 

5.8 

６８ 

2６ 

2６ 

２５ 

2.3 

2６ 

3.6” 

3.6 

4.0 

1.5 

1.4 

1.3 

Ｌ１ 

１年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

４．１ 

7.3●● 

3２ 

碑

3.0 

6.0 

L７ 

2.4 

3.2 

6.2●◆ 

2.8 

4.6 

L９ 

51 

０８ 

2.8 

4.0 

５９●● 

3９ 

6.0 

２７ 

2８ 

2２ 

２３ 

2.7 

3.6 

2.5 

韓

L５ 

1.4 

L６ 

L２ 

２年
Ａ型

Ｃ型

始め

終わり

始め

終わり

6３ 

109●● 

3５ 

● ● 

5.6 

5.4 

1.7 

7.8 

4.3 

11.2 

3５ 

5.7● 

2.7 

13.2 

Ｌ８ 

2５ 

5.8 

6.6 

5.8 

7.2 

２７ 

2.5 

2.1 

1.7 

3.5 

3９ 

3８ 

4２ 

1.4 

1.3 

1.0 

０．６ 

始め 1年く２年． 1年く２年“ 1年く２年●●

終わり 1年く２年●



を上まわっている。特に、女子大附属中学校では、ｔ検定の結果からも、ほとんどの技能に

おいて２年生に有意差が認められる。また、１年生の「終わり」と２年生「始め」と比較す

ると、女子大附属中学校では、すべての技能で、ほぼ同じ程度の技能を示している。安堵中

学校でもアンダーハンドサーブで同じことが言える。モデル１１Mで比較すると、女子大附属中

学校の1年生で「終わり」のサーブ成功率数の項目においてＡ型に有意差が認められる。ま

た同校の２年生で、「終わり」のアンダーハンドパスでＡ型に有意差が認められる。

②ゲーム分析の結果

サーブ成功率－１ゲームにたりのサーブ成功鋼（サーブ成功数／サーブ打数ｘｌＯＯ）を

算出すると表５，６のようである。１年生と２年生を比較する。２年生が「試し」、「終わり」

のゲームとも１年生を上まっている。しかし、１年生は成功串が高くなったが、２年生はほ

とんど変化なしか、やや低下した。でも２年生は「試めし」の時点で１年生の「終わり」の

成効率を上まわっている。モデル間で比較すると、１年生ではＣ型が、２年生はＡ型が少し

優っている。

ラリー数一サーブをレシーブし、ネットを越して相手コートに返した場合にラリー１回

と数え、その後ネットを越えて相手コートに返球するごとに加算する。ラリー数は（全ラリ

ー数／サーブ成功数）で算出する。ラリー数が地せばそれだけゲーム内容が向上したと仮定

できる。学年で比較すると、「始め」で２年生が１年生よりも上まわっている。「終わり」

では、あまり大きな差はない。伸び率で、１年生の方が上まわっている。モデル間では、２

年生でＡ型がＣ型を「試し」、「終わり」とも上まわっている。１ゲーム当たりのラリー回数

の出現頻度は表７，８に示す通りである。

１サーブあたりのラリー数

表５女子大附属中

麺：LＣ

表６安堵中

触球数－１サーブ当たりの触球数の平均回数を算出した。その結果は、表９，１０に示す

通りである。学年間では、２年生が「試し」「終わり」とも１年生を上まわっている。特に

１，２年生は、「試し」の時点で１年生の「終わり」よりも上まわっている。

オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、スパイク・ブロックの使用率一ゲーム中の

それぞれの技術の使用＊を求めたものである。その結果は表11,表12に示す通りである。学

－６５－ 

1年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム ０７回 ０９回 0.9回 ０４回 0.8回 1.0回

終わりのゲーム 0.9 1.3 1.0 0７ 1.5 0.9 

１年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム ０４回 1.1回 ０．４回 ０５回 L３回 ０９回

終わりのゲーム 1.0 1.2 1.1 1.0 １．４ 1.0 



1ゲームあたりのラリー回数の出現頻度

表７女子大附属中

表８安堵中

－６６－ 

～ ０回 １回 ２回 ３回 ４回以上

全体
試しのゲーム

終わりのゲーム

１年

２年

１年

２年

13.5(68.6影）

(45.8形）

1U､2(50.9％） 

1.5(45.1形）

４８(別６％）

4.4（219形）

(18.6％） 

6.1（23.6％） 

ｊ 鬼５ ２ く

3.6（179形）

3.3（16.3形）

4.1（16.0％） 

ｊ 形４ ３ く

L5（7.4％） 

1.6（7.8％） 

1.8（7.1％） 

（0.9％） 

1.4（7.0％） 

1.3（６５％） 

L8（７」鬼）

１年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

2.7(633形）

4.3(74.2％） 

11.0（51.6％） 

(50.5形）

(317＄） 

(17.2＄） 

(17.4鮨）

3.7(20.1％） 

6.7（3.3％） 

03（1.7＄） 

(16.9形）

(158＄） 

（1.7鬼）

LO（5.2＄） 

L8（8.5影）

1.3（7.1＄） 

Ｏ（0％） 

1.3（1.7％） 

（5.6Ｚ） 

（6.5＄） 

２年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

(438形）

120(469％） 

11.1（426鬼）

119(47」殆）

(15.1＄） 

(25.8％） 

6」（23.4筋）

(23.8％） 

(別.7％）

(14.1影）

(17.0％） 

(15.0％） 

1.2（8.2形）

1.8（7.0鬼）

（８９％） 

1.3（5.3％） 

（８２錫）

（6.2筋）

（８１形）

02（０８％） 

0回 １回 ２回 ３回 ４回以上

全体
試しのゲーム

終わりのゲーム

１年

２年

１年

２年

13.8（60.4％） 

11.8(49.1％） 

12.7（549鬼）

(39.5％） 

(25.3％） 

(29.2％） 

5.1（22.0％） 

(24.2影）

1.8（7.7影）

(13.5％） 

25（10.7＄） 

5.1（2q6％） 

（3.3形）

（3.1％） 

1.7（7.2％） 

2４（9.7影）

（3.3影）

1.3（5.1％） 

1.2（5.2％） 

15（６０＄） 

１年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

11.5（50.0％） 

160(71.2％） 

12.2（52.7％） 

136(59.0％） 

(28.3＄） 

(222％） 

4.9（2L2形）

5４（23.5＄） 

2.5（1U9％） 

1.0（４４％） 

(lL3影）

（９６％） 

1.0（４３鬼）

0.5（２２鬼）

L７（7.4＄） 

1.6（7.0影）

1.5（6.5％） 

Ｏ（0％） 

Ｌ７（７４＄） 

（0.9％） 

２年
試しのゲーム

終わりのゲーム

Ａ型

Ｃ型

Ａ型

Ｃ型

115(54.7％） 

12.0(44.3％） 

(31.0影）

123（55.2＄） 

５０(23.8％） 

(33.3％） 

(25.8％） 

4.8(2L3％） 

(14.3影）

(13.0＄） 

(24.5鬼）

(13.5％） 

（2.4妬）

1.0（3.7％） 

(11.9＄） 

L３（5.6形）

1.0（４８鬼）

1.5（5.8形）

1.8（6.8％） 

1.0（4.4鬼）



年間で比較すると、２年生は、オーパーハンドパス、スパイクの使用率で「試し」、「終わ

り」とも１年生を上まわっている。

１サーブあたりの解球数

表９女子大附属中

表１０安堵中

オーバーハンドパス、アンダーハンドパス

スパイク、ブロックの使用率

我１１女子大附属中

Ｉ 
6７ 

１年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム 1.4回 2.9回 1.4回 1.5回 3.4回 2.4回

終わりのゲーム ２６ 3.7 2.7 2.5 3.7 3.6 

1年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム 2.2回 ２９回 2.4回 1.9回 2.6回 3.2回

終わりのゲーム 2.8 4.2 1.9 ２６ ４５ 3.5 

オーパー
ハンドパ

ス（トス）

アンダー
ハンドパ

ス（トス）
スパイク ブロック

1年

試しのゲーム

終わりのゲーム

２０．１ 鬼

２３．７ 

78.2 形

65.5 

1.7 影

1０．３ 

0 形

0.5 

2年

試しのゲーム

終わりのゲーム

３３．９ 

３５．８ 

56.0 

46.4 

９．７ 

1５．６ 

0.4 

２２ 

１年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

２１．２ 

25.0 

1８８ 

２２．１ 

76.8 

63.4 

80.0 

6８１ 

2.0 

lＬ４ 

1.2 

9.0 

０ 

0.2 

０ 

ｑ８ 

２年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

３１．７ 

３３．８ 

３５．８ 

３８１ 

５７．３ 

48.4 

55.0 

44.2 

ｌｑ６ 

1５．３ 

8.9 

1５．９ 

ｑ4 

2.5 

ｑ３ 

1.8 



喪１２安 緒中

'よアン

ダーハンドパスの割合が商<、技能レベルが聞くなるにつれてオーパーハンドパスの割合が

高くなってくると仮定できる。表13,14は、オーパーハンドパスを１としたときのアンダー

ハンドパスとの別合を示したものである。１年生・２年生とも、終わりのゲームでオーパー

ハンドパスの使用率が高くなったことを示している。また、２年生は、拭しのゲームで、１
年生の終わりのゲームよりもオーパーハンドパスの使用率が岡<なっている。

オーパーハンドパスとアンダーハンドパス

表１３女子大附属中

炎Ⅲ安堵中

■四Ｆ￣－－￣

回囮四四四四
一一画一屯

-６８－ 

～ 
オーパー
ハンドパ

ス（トス）

アンダー
ハンドパ

ス（トス）
スパイク ブロック

1年
試しのゲーム

終わりのゲーム

1３．８ 

24.3 

81.6 

6４７ 

４６ 

9.7 

０ 

1.3 

2年
試しのゲーム

終わりのゲーム

1９．１ 

２９．９ 

68.5 

5Ｌ４ 

11.0 

15.5 

1.4 

3.2 

１年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

8.2 

20.0 

209 

34.0 

86.3 

69.0 

75.6 

５５．１ 

5.5 

９４ 

3.5 

1０．２ 

0 

１．６ 

０ 

０．７ 

２年
Ａ型

Ｃ型

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

16.4 

32.2 

20.9 

24.5 

７６．４ 

4８１ 

6３４ 

59.4 

6.3 

1５．７ 

1４０ 

14.8 

0.9 

４０ 

1.7 

1.3 

オーパーハンドパスとアンダーハンドパスの判合一技能の低いレベルのゲームで

１年 ２年
１年

Ａ Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム １ 6.1 １：１．６ １：３５ １：４．３ １：1８ ｌ：１．６ 

終わりのゲーム １ ２７ １：Ｌ３ １：２．６ １：３０ １：１．４ １：1.2 

１年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

試しのゲーム １ 6.1 １：３５ Ｉ：１０」 １：３．７ １：４．６ １：３．０ 

Aさわりのゲーム １：２．７ １：１．７ １：３．３ １：Ｌ６ １：１．５ １：２．４ 



スパイク数一アタックラインからネットまでの間で、ジャンプして片手でポールを打つ

動作をスパイクとしてスパイク数を比較した。表15,16は、１ゲームあたりのスパイク数を

示したものである。１年生と２年生を比較すると、２年生は１年生よりも、スパイク数、特

にチームプレイによるスパイク数が圧倒に多い。また、２年生は、試しのゲームで、１年生

の終わりのゲームのスパイク数とほぼ同じくらいになっている。

１ゲームあたりのスパイク数

表１５女子大附随中

表１６安堵中

［ 
－６９－ 

試しのゲーム

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 

スパイク

チームプレ
イによるス
パイク

スパイク

総数

終わりのゲーム

ダイレクト

スパイク

チームプレ

イによるス
パイク

スパイク

総数

１年 ０５回 0回 ０．５回 ３５回 2.1回 5.6回

２年 ０．１ 5.2 5.3 5.2 8.9 14.1 

１年
Ａ型

Ｃ型

0.7 

0３ 

0 

０ 

０７ 

0３ 

4.5 

２４ 

2.3 

1９ 

6.8 

4.3 

２年
Ａ型

Ｃ型

０ 

0.2 

5２ 

5.2 

5.2 

5.4 

6.2 

４２ 

8.7 

7.1 

14.9 

1３３ 

試しのゲーム

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 

スパイク

チームプレ
イによるス
パイク

スパイク

絶数

終

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 

スパイク

わりのゲーム

チームプレ
イによるス
パイク

スパイク

鰭数

１年 2.3 0回 2.3回 4.0回 2.3回 6.3回

２年 3.5 ４３ 7.8 3.8 12.2 16.0 

１年
Ａ型

Ｃ型

3.0 

1.5 

0 

0 

3.0 

1.5 

4.0 

4.0 

２４ 

2.0 

６４ 

6.0 

２年
Ａ型

Ｃ剛

1.5 

5.5 

2.0 

６．５ 

3.5 

12.0 

4５ 

２７ 

1４５ 

8.8 

190 

11.5 



③パレーポーノレの技能に関する意識調査の結果

単元の終わりに、女子大附属中学校で「バレーボールの授業に関する意識調査」（質問紙

法）を実施したが、その中の技能の発逮について項目の結果は、表17～別に示す通りである。

表１９「オーパーハンドパス」、表２０「アンダーハンドパス」、表２１「サーブ」では、１年生

と２年生の間に大きな差は見られない。しかし、表２２「スパイク」、表２３「トス・スパイク

の連けいプレイ」、我２４「ポールのつなぎ」で、１年生が２年生よりも「ほとんど上手にな

らなかった」と、［Ⅱ1答したものの割合が商い。モデル間でみてみると「オーパーハンドパス」

「アンダーハンドパス」で「ほとんど上手にならなかった」と皿答したものの割合が、各学

年ともＣ型よりも商い。

表１７オーバーハンドパス

￣～ 
￣圷兀￣■碑－
－■冠甸■冠室田

０１ １１ 

Ｉ 巫冠＝ｍ■円＄宝研

一面研、配■
…F■戸Ⅳ盃…
■￣■ 

表１８アンダーハンドパス

－Ｆ￣￣ 
－－－ 
－－－ 

１１ 

-７０－ 

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

形Ｎ

全体

形Ｎ

モデル１１１１

のＸ２検定

１年

とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

１３３＄４ 

76.7＄２３ 

10.0％３ 

１０００鬼３０

10.7＄３ 

66.3影２０

22.3影７

1000％３０ 

117＄７ 

7Ｌ６＄４３ 

16.0＄１０ 

10Ｕ７＄６０ 

Ｘ２＝４．４９ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

200＄６ 

76.7＄２３ 

3.3＄１ 

１０００＄３０ 

23.3形７

56.7％１７ 

20.0＄６ 

100.0＄３０ 

21.7％１３ 

66.6形４０

ｌＬ７影７

100.0鬼３０

Ｘ２＝４．８９ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝５｣５ Ｘ２＝４．４８ Ｘ２＝４．６１ 

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

＄Ｎ 

全体

＄Ｎ 

モデル1川

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

133＄４ 

80.0＄２４ 

6.7＄２ 

100.0形３０

16.7＄５ 

56.6＄１７ 

26.7％８ 

1000＄３０ 

15.0＄９ 

68.3＄４１ 

16.7％１０ 

1000＄６０ 

Ｘ２＝７．５０ 

Ｐ＜・O５

２年

とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

針

36.7＄１１ 

53.3影１６

10oｚ３ 

１０００＄３０ 

333鯵１０

46.7影１４

20.0＄６ 

１０００＄３０ 

35.7＄２１ 

50.0＄３０ 

150＄９ 

100.0＄６０ 

Ｘ２＝６．０６ 

P＜・O５

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝５．２７ Ｘ２＝４．５６ Ｘ２＝５．６２ 



表旧サーブ

表２０スパイク

［ 
表２１トス・スパイクの連けいプレイ

－７１－ 

Ａ 

影Ｎ

Ｃ 

形Ｎ

全体

形Ｎ

モデル間

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

30.ｏｚ９ 

4６ 7形１４

2３ 3鯵７

100 0＄３０ 

23.3＄７ 

閃 4％１９ 

1３ 3形４

100 0％３０ 

26.7＄１６ 

55.0％３３ 

18.3鬼１１

100.0＄６０ 

Ｘ２＝５．１６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

5３ 

3０ 

1６ 

100 

3形１６

0＄９ 

7％５ 

0＄３０ 

2３ 

5３ 

2３ 

100 

3＄７ 

4％１６ 

３％７ 

Ｏ形３０

38.3％２３ 

41.7形２５

20.0鬼１２

100.0％６０ 

Ｘ２＝５．４５ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝４８５ Ｘ２＝４．２７ Ｘ２＝４．６０ 

Ａ 

形Ｎ

Ｃ 

形Ｎ

全体

影Ｎ

モデル間

のX2検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

13.3％４ 

33.3影1０

53.4＄１６ 

100.0％３０ 

3.3％１ 

50.0鬼１５

46.7％１４ 

100.0＄３０ 

8.3％５ 

41.7％２５ 

50.0形３０

100.0％６０ 

Ｘ２＝５．６６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

2３ 

5６ 

2０ 

100 

３影７

７＄１７ 

０％６ 

0％３０ 

33.3影１０

46.7形１４

2ｑＯ形６

１０００形３０

28.3＄１７ 

51.7＄３１ 

２００＄１２ 

1⑪.Ｏ影６０

Ｘ２＝４．５０ 

学年間のＸ２検定
Ｘ２＝７．１６ 
P＜・0５

Ｘ２＝６．６５ 
Ｐ＜・0５

Ｘ２＝６．７４ 
P＜・0５

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

影Ｎ

全体

形Ｎ

モデルiIll

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

汁

300％９ 

3３ 3＄10 

3６ 7＄１１ 

100 O影３０

６７形２

300箔９

63.3％１９ 

１０００影３０

１８３＄１１ 

3１ 7％１９ 

5Ｃ O形３０

100 O弱６０

Ｘ２＝５．６６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

4０ 0％１２ 

46.7＄１４ 

13.3％４ 

100.0形３０

23.3％７ 

56.7賭１７

２００％６ 

１０００影３０

3１ 

5１ 

1６ 

100 

7＄１９ 

6影３１

7形１０

0％６０ 

Ｘ２＝４．５０ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝５．０９ Ｘ２＝７．００ 
Ｐ＜・0５

Ｘ２＝7.75 
P＜・0５



表２２ポールのつなぎ

(2)生徒による授業評価の比較

①「態度測定による授業診断」の結果

小林の方法による「態度測定による授業診断｣(注5)を１１]いて、生徒に授業を評価させた。
主な結果は次のようである。

三つの態度次元（よろこび、評価、価仙）の変価を５段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、、、Ｅ）で評価

すると表23,24の通りである。２年生は、女子大附中での「評価」次尤を除いてiIV筵が上が

っている。１年生は、三つの次元とも評定が下がっている。モデル'111では、２年生でＣ型が

Ａ型が評定を上がっている。

表２３態度スコアの５段階評定（女子大附lri中） 表２４噸度スコア５段階評定（安堵中）

'1鱸 '鱸’

よ
ろ
こ
び
一

診断型の判定によって授業の評価レベルを比較すると、図２，３のような結果となった。

１年生は、女子大附腿中は「ふつう」のレベルで変化はないが、安堵中では「かなり商い」

レベルから「アンバランス」レベルに変化した。２年化では、それぞれ「アンバランス」レ

ベルから「かなり商い」レベルに、「低い」レベルから「ふつう」レベルに変化した。

－７２－ 

Ａ 

＄Ｎ 

Ｃ 

＄Ｎ 

全体

＄Ｎ 

モデル間

のＸ２検定

１年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

33.3筋１０

6０ 0＄１８ 

６ 7＄２ 

100 O形３０

10.0形３

6０ 0＄1８ 

3０ ０形９

100 O形３０

21.7形１３

60.0＄３６ 

18.3％１１ 

100.0＄６０ 

Ｘ２＝６．０６ 

２年
とても上手になった

少し上手になった

ほとんど上手にならなかった

計

4３ 3形１６

5３ 4％１３ 

3.3＄１ 

１０００＄３０ 

3０ 

6６ 

３ 

100 

O形９

7％２０ 

3形１

0＄３０ 

41.7％２５ 

55.0形３３

3.3＄２ 

100.0＄６０ 

Ｘ２＝４．８６ 

学年llUのＸ２検定 Ｘ２＝４．６３ Ｘ２＝６．３８ 
P＜・0５

Ｘ２＝６．５４ 
P＜・0５

1年 2年
１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ梨

たるこび
単元始め

単元終わり

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｃ 

、

Ａ 

Ａ 

Ｃ 

Ａ 

評価
元始め

単元終りり

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｃ 

、

Ｃ 

価値
１１１元始め

１１１元終わり

Ｃ 

Ｃ 

， 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

、

， 

Ｃ 

Ｂ 

、

Ｂ 

1年 ２年
１年

Ａ型 Ｃ刑

２年

Ａ型 Ｃ型

よろこび
)□始め

単兀終わり

Ａ 

Ｂ 

， 

Ｃ 

Ａ 

Ｃ 

Ａ 

Ａ 

Ｅ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

i評

価

}１１元始め

りうＩ ｆ－ 臘一四Ｊ 単

Ａ 

Ｂ 

， 

Ｃ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｅ 

、

Ｃ 

Ｃ 

価値
元始め

りわ絡む兀単

Ｂ 

、

、

Ｃ 

Ｃ 

、

Ｂ 

Ｃ 

、

Ｃ 

、

Ｂ 



図2．診断型の判定（女子大附属中）

態度変化の診断型の判定によって、授業を総合的に診断すると、図４，５のような結果と

なった。１年生は「やや失敗」、２年生は「成功」やや成功」となった。モデル間では、２

年生でＣ型がＡ型よりも成功ljrが商い。（なお、それぞれの項目の得点の変化等の詳細に

ついては盗料１～12を参照されたい｡）

図3．診断型の判定（安堵中）

－７３－ 

１年

始終
わ

めり

２年

始終
わ

めり

１年

Ａ型 Ｃ型

始終
わ

めり

始終
わ

めり

２年

Ａ型 Ｃ型

始終
わ

めり

蛤纏

めり

rlb (,、

かなりiiiiい

やや刑い

ふつう

やや低い

かなり低い

低い

アン〈ランス ＋十

□Ｉ 
＋十 ＋＋ ＋＋ ＋＋ 

1年

始終
わ

めり

2年

始終
わ

めり

1年

Ａ型 Ｃ型

始終
わ

めり

始終
わ

めり

２年

Ａ型 Ｃ型

始終
わ

めり

始終
わ

めり

H｢ｂ Ｏ、

かなりilljい

ややiliiい

ふつい

やや低い

かなり低い

低い

アン（ランス

『’
０ 

０ 

０ 

＋① 十十

'１ 
＋＋ ＋＋ ＋＋ 



図4．態度変化の診断型の判定（女子大附属中）

図5．態度変化の診断型の判定（安堵中）

②バレーボールの授業に関する調査の結采

表25は授業は楽しかったかどうかを問いかけた結果である。１年生と２年生を比較すると、

２年生に「楽しかった」、「大変楽しかった」とするものが多い。モデル間では１年Ａ型は

「楽しかった」とするものが少なく、約半分ほどしかいない。我26,27は学習集団の質にか

かわった質問であるが、１年生と２年生の全体を比較すると、２８「グループでまとまって仲

瓜<学習できたか」、２９「グループで互いに教え合って学習できたか」の項目のいずれも、

「できなかった」と答える生徒は１年生に多い。また、モデルIIUでは、特にＣ型に「できな
かった」と答えるものの割合が他より高い。

－７４－ 

１年 ２年

１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

成功

かなり成功

やや成功

横ぱい

やや失敗

かなり失敗

夫敗

アンパラ:"〈 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

１年 ２年

１年

Ａ型 Ｃ型

２年

Ａ型 Ｃ型

成功

かなり成功

やや成功

樅い

やや失敗

かなり失敗

矢敗

アンバランス ＋ ＋ ① ＋ ＋ ＋ 



表２５授業は楽しかったか

1１Ⅱ 

匡壷■■￣瓦■■扉一■Ｔｍ
■冠一正正￣匹斫…■

正面面面■冠■ｍＦ転一■

正面回■碇一Ｆ死面、

■魔参五寂迫ﾛ■

辱…湿四一転可一画一
一面冗珂一■転一
唾■￣睡転…■冠＝、匹弼一函
囚医正巫咀曄兀￣■正応一■汀一■

■で五一Ｆ訂正一■

表２６グループでまとまって仲良く学習できたか

－－－ 
座面一座詔一■扉一

庄訂面■■玉■■正痙￣

■扉一ｍｍ冗一庄転＝■

■面■￣■面可一■

表２７グループで互いによく教え合って学習できたか

’ 

■饅屋曇鰻鰻
一■毎口伊転一一
一一一■冠■■
一画而刃■正面一一
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Ａ型

鬼Ｎ

Ｃ型

鬼Ｎ

全体

影Ｎ

モデル間

のＸ２検定

１年

大変つまらなかった

つまらなかった

ふつう

楽しかった

大変楽しかった

計

3.3影１

3.3％１ 

30.0＄９ 

4０ o影１２

2３ ４形７

100 ０鬼３０

0.0＄０ 

1６ ７＄５ 

3０ ０％９ 

3６ 6％11 

1６ ７形５

100 Ｏ形３０

1.7形１

10.0影６

30.0影１８

38.3鯵２３

200鯵１２

100 Ｏ形６０

Ｘ２＝５．１０ 

２年

大変つまらなかった

つまらなかった

ふつう

楽しかった

大変楽しかった

計

0 0＄0 

3.3％１ 

10.0％３ 

33.3影１０

53.4％１６ 

100.0％３０ 

Ｃ 0％0 

６ ７＄２ 

6懲７鬼２

40.0影１２

46.6％１４ 

100.0＄３０ 

0 

５ 

８ 

3６ 

5０ 

100 

O鬼０

O影３

3％５ 

7影２２

0％３０ 

０％６０ 

Ｘ２＝４．１２ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝４９３ x2＝6.51 
Ｘｚ＝14.97 

Ｐ＜・Ｏ１

Ａ型

形Ｎ

Ｃ型

形Ｎ

全体

＄Ｎ 

モデル間

のＸ２検定

１年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

３３％１ 

5０ Ｏ形１５

4６ ７鬼１４

ＩＯＣ O影３０

26.7％８ 

63.3形１９

10.0＄３ 

100.0形３０

15.0影９

56.7％３４ 

28.3形１７

100.0％６０ 

Ｘ２＝７．２６ 

P＜・O５

２年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

６ 

5３ 

4０ 

100 

７＄２ 

３＄１６ 

0＄１２ 

0＄３０ 

３３形１

５３３形１６

43.4＄１３ 

1000筋３０

5.0形３

５３３％３２ 

41.7＄２５ 

100.0影６０

Ｘ２＝４．０９ 

学年間のＸ２検定 Ｘ２＝４．１３ Ｘ２＝６．９９ 
P＜・0５

Ｘ２＝５．１５ 

Ａ型

形Ｎ

Ｃ型

＄Ｎ 

全体

影Ｎ

モデル間

のX2検定

１年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

6.7＄２ 

60.0＄１８ 

3３ ３％１０ 

100 Ｏ形３０

16.7＄５ 

733＄２２ 

10.0影３

100.0％３０ 

11.7＄７ 

6６ 6影４０

2１ 7％１３ 

100 0＄６０ 

Ｘ２＝５．４２ 

２年
できなかった

少しできた

大いにできた

計

６ ７形２

6３ ３１９ 

3０ Ｏ形９

1000＄３０ 

3.3形１

73.4鬼２２

23.3形７

100.0％３０ 

５ O形３

6８ 3％４１ 

26.7鬼１６

10ｑ0％６０ 

Ｘ２＝４．２０ 

学年間のＸｚ検定 Ｘ２＝４．０６ Ｘ２＝５．０７ Ｘ２＝４．４８ 



（２）結果のまとめと考察

技能発逮の比絞一、スキルテスト、ゲーム分析、生徒の意識調盃を総合すると、１年生、

２年生とも技能の発達が認められる。また、２年生はすべての技能で１年生を上まわっている。

特に注目すべき点は、２年生は単元の始めの段階ですでに、１年生の単元終わりの段階の技能

レベルとほぼ同じ程度の結果を示したところにある。このようなことから技能発連についてい

えば、１年生よりも２年生でバレーボールを学習する方が効果的であり、指導法のモデルでは

Ａ型が効果的であると考えられる。

生徒の授業採価の比較一、「能度測定による授業診断」の結果では、２年生が１年生より

も、よい結果を得た。指導モデルでは、２年生でＣ型がややＡ型よりもよい結果を示した｡｢授

業に関する意識調査」の結果では、２年生が１年生よりよい結果を示した。以上のことから、

２年生で授業を行なう方が、授業は成功する可能性が商いと考えられる。

３）研究の要約

技能発達と生徒の授業評価の結果を合わせて考察すると次のような点が明らかになった。

（１）バレーボール教材は、中学１年生段階よりも２年生の段階で指導した方が、より商い技能発

達や、生徒の授業評価によい結果を得ることができる。このような点から、２年生にバレーボ

ール教材の適時性を認めることができる。

（２）指導法のモデルについては、はっきりと特定できない。２年生では、Ａ型、Ｃ型とも授業は

成功する可能性が高い。強いて言うならば、１年生段階で指導する場合には、アンダーハンド

パス中心にラリーを続けることを目標に設定し、ゲームを中心に授業を展開すれば授業が成功

する可能性が間いと考えられＡ型。２年生では、１年生よりも「スパイクを含んだラリー」に

面白さを見い出す傾向が強く、この意味では、Ｃ型が生徒の欲求にうまく合致しているように

、思われる。

以上の点がこの研究で明かになったが、実験授業での授業実践者のちがいによって、細部の

指導のしかたにもちがいが生じ、また、学習集団の質や人数のちがいなども、実験授業の結果

に少なからず影響していると考えられ、爪ねて迫実験を行なって行く必要がある。

5．研究Ⅱ

１）研究の目的

この研究では、バレポール教材の初歩的段階の学習を前年に行なった、中学２年生と３年生を

対象にして、次の段階の指導法を用いて実験授業を行なう。その結果を技能発達の視点から分析

し、２年生と３年生の学習成果を明らかにする。

技能のレベルや学習課題に対応したルールの砿要性は過去２回の研究などからも明らかである

が、ここでは、３年生で、ゲームでオーバータイムス３回制、４回制と異なるルールを採用する

クラスを設定し、それぞれのクラスの学習成果を技能発述の点から比較する。また、チームプレ

イによる意図的な功撃（トス・スパイク）を引き出そうとしてボーナス得点制のゲームを行なっ

たが、その効果をゲーム分析を行なって明らかにする。

２）研究の方法

（１）実験授業の対象

奈良女子大学文学部附属中学校３年生男子61名（３回制クラス31名、４回制クラス30名）。

なお、対象生徒はすべて２年生で、「Ａ型」、「Ｃ型」のいずれかの指導法でバレーボールを

学習している。授業実践者は同校、Ｋ教鋤
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表別．単元計画

．ボーナス点制：トスースパイクでiIl点したときIi3点．ブロックは２点、その他は１点として．トスースパイクの息閲的な攻箪

はそれにkＩするブロックのプレーを多く61＆出すことを0.らっね

．。グループの鍬麺級判：グループごとに暁刮計画を立案し、敬助の点検を受けて災鹿する。

－７７－ 

5分１０１５２０２５３０３５４０４５５０
１１１１ 

オリエンテーシ幻ン 昨fIf皮の反省(ＶＴＲ、ゲームの』d雌） 学瀞の[l楓・方法の睨明 グループ分け、役別分1，

２ スキルテスト 悦印｝
オーパーハンド・サークルパス

アンダーハンド・サークルパス
アンダーハンドサーブ

３‘拭しのゲーム 税ｑｌｌ・グループ塵濁 リーグ戦（10点ＩＤＩ、サーブはアンダー'、ンドサープ）

４ 拭しのゲ-▲ グループ厘習 リーグ戦（”）

５ 
２人の攻般（２：０）

のコンピネーシ、ン
鋭明 投げあげトスースパイク

血.ヒトスースパイク

施しトスースパイク
パスートスースパイク

６ 
３人の攻軍（３：Ｏ）

のコンビネーシコン
鋭明

２人での

トスースパイク
３人の攻砿のコンピネーシ、ソ

７ ３対３の攻防
グループ､ﾖ1判
(２人、３人の攻峡の

コンビネーション）
ブロックmW1 ３対３での攻頤

８ 
４人の攻撃（４：０）

のコンピネーシ■ン
グループ斑習

９ ４対４の攻防ゲーム

１０ 
サープレシープ

フオーメ-シ、ﾝ

鋭’ﾘＩ

鍵ｌｙｌ

４対４での攻堕 ｹﾞｰﾑ(辻z了鰹;支騨Y）
サープレシープフォーメーション（ｌ：５）

1１ 
グループの郷鋤

便街．ゲーム
狸ＩﾘＩ グループの課題威瀞･・ ゲーム（サーブ樋なし．２１点ゲーム．ボーナス点なし）

1２ 
中間のゲ－▲
（リ-グ戦）

グループ顔判 リーグ戦（サーブ、lなし、２５点ゲーム、ボーナス点制）

1３ 
中間のゲ-ム
（リ_グ戦）

グループ凍洲 リーグ戦（”）

1４ 中間のⅨ竹

'51アタッルシ，ﾌｵーﾒーシ

1６ 

￣￣￣￣￣ 

｜アタヴクレシーブ

ｺﾞン

プロプクフォロ

フオーノーシ訂 ン

1７ 
，サ－プレシ_プ

|フォーメーンョン

摸ＢｊＩ

呪明

魂叫

峰】110ゲームの反省グループの学濁態度についてⅨ行

アタックレシーブ・フォーメーション

プロフクフヰロー・フォーメーシコン

サープレシープ゜フォーメーシコン

（Ｏ：６，移動セッター、ポジションチェンジ）

]８ 
グループの魂１，

範哲．ゲー▲
グループの諜麺範fｉ ゲーム（サーブ椎なし、３０点ゲーム、紙一ナス点1Wﾘ）

1９ 
グループの測地

厩詞．ゲーノ。

2０ 終わりのゲーム

2１ |終わりのゲーノ．
､一一一一▲-－-－－－－－－－－

型「スキルブス卜

２３反行｡糾光

グループの諏翅練習 ゲーム（”）

戦（故しのゲームとIhIじルール）

iIL（‘’） 

ス

ス
アンダーハンドサーブ

勘茨（投薬に関する恵湿劃武）



安堵中学校２年生男子29名（３回制クラス）、なお、対象生徒はすべて１年生で「Ａ型小
「Ｃ型」のいずれかの指導法でバレーボールを学習している。指導実践者は同校、Ｍ教輸

（２）実践授業の期日

1984年９月～12月、各クラスともそれぞれ23時間の授業を行なった。ただし、内２時間は、
単元始めと終わりのスキルテストのために用いた。

（３）研究の手暁

①指導方法に関するモデルの設定

トス・スパイクといった攻撃のコンビネーションプレイと、それに対するブロック、レシ

ープフォーメーションの練習に多くの時間を配当する。学習形態は、生徒の自主性を尊重し

たグループ学習を採用する。この指導法は、「Ｃ型」の指導法を第二段階の指導にさらに発

達させたものと言える。特に、指導法のねらいは、意図的な攻撃技能の習得にあるといえる。
②単元計画

指導法のモデルの原則に基づいて、表28のような単元計画を立てた。
③実験授業の分析方法

スキルテストー単元の始め（２時1町目）と終わり（22時間目）に、オーバーハンドサー

クルパス、アンダーハンドサークルパス、アンダーハンドサーブコントロールテストを行な
った。その方法は、研究Ｉと同じである。

ゲーム分析一チームプレイの発連を比較するために、「試しのゲーム」、「終わりの

ゲーム」、３年生で、18,19時間目の「ボーナス得点制ゲーム」をビデオテープに収め、ゲ

ーム分析を行なった。分析の内容は、①サーブ成功串、②ラリー数、③触球数、④オーバー

ハンドパス、アンダーハンドパス、スパイク、ブロックの使用率、⑥スパイク数、スパイク
成功率、⑥ブロック（スパイク）に対する使用率

④意識調査一単元の終わり（23時llll目）に技能の発達についての調査（質間紙法）を行
なった。

３）学年間とクラスIHIの比較の結果

（１）スキルテストの結果

個人技能の発逮の度合いを知るために、単元の始めと終わりにスキルテストを実施したが、
結果は表29に示す通りである。

「始めのテスト」と「終わりのテスト」を比較すると、２年生、３年生ともオーバーハンド

パス、アンダーハンドパスでよく向上しており、有意差が認められる。３年生でアンダーハン

ドサーブの向上がみられる。学年間で比較すると、オーバーハンドパス、アンダーハンドパス

で「始め」と「終わり」のテストとも３年生が上まわっており、有意差が認められる。「３回

制」と「４回制」では、「３回制」でオーバーハンドパス、「４回制」でオーバーハンドパス
が向上している。
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表２９スキルテストの結果

．Ｐ＜0.05.．Ｐ＜００１…Ｐ＜Ｏ００１ＳＤは標単偏差

(2)ゲーム分析の結果

①サーブ成功率

サーブ成功率（サーブ成功数／サーブ数×100)の結果は表30に示すとおりである。すべて

で、「終わりのゲーム」において低下している。しかし、成功率は、８０形を越している。

表３０サーブ成功率

②ラリー数

１サーブあたりのラリー数（全ラリー数／サーブ成功数）の結架は表31に示すとおりであ

３年生は２年生よりもラリー数が多い。３年生「３回制」で「終わりのゲーム」で増加して
いる。

表３１１サーブあたりのラリー数

－７９－ 

オーバーハンド
サークルパス

櫛 Ｓ、

アンダーハンド
サークルパス

満 Ｓ、

アンダーハンドサーブ

（ 龍） 
ＳＤ 溌騎 Ｓ、

クラス間の

七検定

２年

３年

始め

終わり

始め

終わり

8.7 

lL7● 

188●●● 

7.2 

8.6 

８８ 

９８ 

6.5 

9.8● 

12.7 

146●●● 

5.6 

8.3 

８．９ 

9.3 

6.8 

6.3 

7.1 

７ 4● 

2.2 

２３ 

2.2 

2.0 

4.0 

3９ 

4.2 

1.0 

1.2 

Ｌ２ 

0９ 

３年
３囮府

４回制

始め

終わり

始め

終わり

15.7 

18.4● 

9.6 

19.3●●● 

8.7 

1０４ 

6９ 

9５ 

146 

15.9 

10.8 

13.2●●● 

9.0 

9.0 

８４ 

9.4 

７ 

７ 

７ 

７ 

２ 

７ 

６ 

１ 

1.9 

1.7 

2.2 

4.0 

4.4 

３．９ 

4０ 

１ 

０ 

１ ４ｌ７ｌ１ｌ１ 
始めのテストオ
ーバーハンドパス

甥認煕卜
蕊託項目に有

始め 2年く３年“ 2年く３年･･･

終わり 2年く３年． 2年く３年．

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム 83.4 形 88.3 影 9ｑ３ 鰯 86.3 鬼

終わりのゲーム 82.5 85.8 85.4 86.1 

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム Ｌ３回 1.6回 1.6回 1.6回

終わりのゲーム 1２ 1.6 Ｌ９ 1.3 



③触球数

１サーブあたりの触球数（全触球数／サーブ成功数）の結果は喪32に示すとおりである。

すべてのクラスで触球数が墹加している。２年生と３年生では、３年生の方が墹加が著しい。

「３回制」と「４回制」で比較すると「３回制」の方が墹加している。

哀３２１サーブあたりの触球数

④オーパーハンドパス・アンダーハンドパス、スパイク、ブロックの使用率

表33で、みるように、２年生、３年生ともブロック、スパイクの使用率は墹加している。

３年生では、「終わりのゲーム」オーパーハンドパスの割合が墹加し、逆にアンダーハンド

パスの割合が減少している。「３回制」と「４回制」では大きな差はみられない。表34のオ

－パーハンドパスとアンダーハンドパスを比較してもほとんど差はみられない。

表３３オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、

スパイク、ブロックの使用率

喪３４オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの割合

－８０－ 

２年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム 3.1回 3.5回 3.5回

終わりのゲーム 3.6 5.6 4.0 

オーパーハ

ンドパス

アンダーハ

ンドパス
スパイク ブロック

２年

試しのゲーム

終わりのゲーム

36.1 

25.2 

53.9 

57.3 

8.0 

13.2 

２０ 

4.3 

３年

試しのゲーム

終わりのゲーム

34.1 

4Ｌ１ 

49.3 

398 

14.6 

５．７ 

２０ 

3.4 

３年
３回制

４回制

試しのゲーム

終わりのゲーム

試しのゲーム

終わりのゲーム

35.2 

40.8 

32.9 

416 

48.0 

3８３ 

50.5 

42.0 

3.8 

7２ 

5.3 

1３．４ 

3０ 

､３．７ 

1.3 

3０ 

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム １：１．５ １：Ｌ４ １：Ｌ４ １：１．５ 

終わりのゲーム １：２．２ １：１ １：０．９ １：１ 



⑤スパイク数

スパイクの内容を詳しく分析した。その結果は、表35,表３６，表37、表38に示すとお

りである。表35は、１ゲームあたりのスパイク数、表36は、１サーブあたりのスパイク数、

表37は、ダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの割合、表38は、スパイク成功

率である。２年生と３年生の比較では、スパイク数とスパイク成功率で３年生が上まわって

いる。また、３年生はスパイク数とスパイク成功率で、「試しのゲーム」において、１年生

の「終わりのゲーム」を上まわっている。「３回制」と「４回制」の比較では、すべての点

で、「３回制」と「４回制」の比較では、すべての点で、「３回制」が上まわっている。

表３５１ゲームあたりのスパイク数

表３６１サーブあたりのスパイク数 (スパイク数／サーブ成功数）

表３７ダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの割合

表３８スパイク成功率
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２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム 6.8回 16.5回 17.6回 15.3回

終わりのゲーム 12.5 183 24.0 1２５ 

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム 0.3回 ０７回 0.6回 0.7回

終わりのゲーム 0.5 0.8 0.9 0.6 

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム ｌ：１．４ １：２．４ １：２．４ １：２．６ 

終わりのゲーム １：４．９ １：４．５ １：３８ １：６４ 

２年 ３年
３年

３回制 ４回制

試しのゲーム 11.3 
形 8.9 

鬼
13.1 

影
4.6 

形

終わりのゲーム 23.3 15.6 16.7 1４４ 



表３９スパイクに対するブロックの使用率

⑥ブロック

スパイクに対してどのくらいブロックをしているか、その馴合を求めたものである。その

結果は表39のとおりである。すべてのクラスで、ブロックの使用率が墹加している。２年生

と３年生の比較では、２年生の方が使用率が高い。「３回制」と「４回制」では「４回制」
の方が使用串の増加が著しい。

(3)意識調査の結果

１１１元の終わり（23時間目）に、授業でバレーボールの技能が向上したかどうかを意識調査し

たものである。図６は２年生と３年生とを比較したもの、図７は「３回制」と「４回制」のク

オーパーハンドパス（､）ｵｰﾊﾟｰﾊﾝﾄﾞﾊﾟｽ（､)

２６Ｊ 31'1割

３１U２ ４１１四

アンダーハンドパス アンダーハンドパス

昌一ミ
２町凸 ３圏靭

a印 ４回TＩ
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3ＩＩＬ $【''1劃

トス・スパイクのi､けいプレイ トス・スパイクの蛆けいプレイ(3) 

2町: ３ＭlLfI 

３年 １回明

図６ 学年間の技能の発違に関する意職の図７クラス間の技能の発連に関する恵職の
比較比較

①とても上手になった。
②少し上手になった。
③ほとんど上手にならなかった。
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ラス間を比較したものである。

学年間の比較をみると、２年生は、アンダーハンドパス・サーブ・トス・スパイクの迎けい

プレイで、３年生よりも「上手になった」と答えた者が多い。３年生は、オーバーハンドパス

スパイクで、２年生よりも「上手になった」と答えた者が多い。特にスパイクで差が著しい。

「３回制」「４回制」の比較では、「３回制」は、アンダーハンドパス・スパイクで「上手

になったＪと答えた者が多い。「４回制」は、オーパーハンドパス・サーブ・トス・スパイク

の迎けいプレイで「上手になった」と答えた者が多い。

(4)学年間とクラス間の比較の結果のまとめと考察

①２年生と３年生

２年生は、オーバーハンドパス・アンダーハンドパスが向上している、このことは意識鋼

査の結果からも一致している。ゲーム分析についてみると、スパイク数、ブロック使用率、

チームプレイによるスパイクの割合の墹加しており、意図的な攻醸や防御の集団技能が向上

したものと考えられる。しかし、スパイク成功率が低下したり、ラリー数、触球数にあまり

変化がみられなかったところから、それぞれのプレイの質の問題があると考えられる。

３年生は、オーパーハンドパス・アンダーハンドパス・アンダーハンドサープパスが向上

している。このことは意識調査の結果とも一致している。ゲーユ分析の結果では、オーパー

ハンドパスの使用率が墹加し、チームプレイによるスパイク（トス・スパイク）も墹加した。

またスパイクの成功率も向上した。

２年生と３年生の比較では、実験授業での学習環境の相異があるため、一概には言えない

が次の点で相異がみられた。

個人技能では、スキルテストの結果から、３年生がすべて２年生を上まわっている。災団

技能では、両学年とも、スパイク数．ブロック使用率、チームプレイによるスパイクの割合

が増加し、意図的な攻撃、防御といった技能が習得されたといえる。しかし、単元の始めの

段階で、３年生の方がより高いレベルであること、チームプレイによるスパイク数などから

３年生のゲーム内容が２年生より高度であるといえる。

以上の結果から、中学校において第二段階としてのバレーボールの授業を行なう場合は、

技能発達の面から、３年生の方か効果的で、授業が成功する可能性が高い。

②「３回制」と「４回制」

３年生の授業を「３回制」クラスと「４回制」クラスと分けて行なった。スキルテストの

結果では、「終わりのテスト」の段階で、ほとんど差がみられない。しかし、「４回制」は、

オーパーハンドパス、アンダーハンドパスの向上が著しい。このことは意識調査の結果とも

ほぼ一致している。ゲーム分析の結果では、両方とも触球数に著しい墹加がみられる。また、

スパイク数では「３回伽」が著しく増加した。しかし、チームプレイによるスパイクの割合

は圧倒的に「４回伽」が高い。この点から見ると、「意図的な攻隈技能の習得」という指導

のねらいから言えば「４回制」クラスで股も大きな成果を残したといえる。したがって、こ

の技能段階でのゲームをオーバータイムス４回制のルールで行なうことは有効であるといえ

る。

ボーナス得点制ゲームとの比較４）ボーナス得点制ゲームとの比較

３年生において終わりのボーナス得点制ゲーム（18,19時間目）をビデオテープに収め分析し

た。ボーナス得点制とは、サーブ椀なしで、得点を30点とし、トス・スパイクが決まれば３点。

ブロックが決まれば２点。その他は１点として少しでも意図的な攻撃が行なわれるようにしたも

－８３－ 



のである。このボーナス得点制のゲームの分析の結果を「試しのゲーム」、「終わりのゲーム」

と比較した。

(1)サーブ成功串

ボーナス得点制ゲームは、「試し」、「終わり」のゲームと比較して成功率が高い。

豪４０サーブ成功率

(2)ラリー数

１サーブあたりのラリー数は、表42のとおりである。

し」、「終わり」のゲームよりも多い。

あまり差がみられないが３回伽で､｢拭

表４１１サーブあたりのラリー数

(3)触球数

両クラスとも、「錘し」、「終わり」のゲームに比較して触求数が多い。

表４２触球数

-８４－ 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 88.3 形 9０３ 形 ８６．３ 鬼

終わりのゲーム 85.8 85.4 86.1 

ボーナス得点制
のゲーム

91.1 92.5 89.7 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 1.6回 1.6回 1.6回

終わりのゲーム 1.6 1.8 1.3 

ボーナス得点制
のゲーム

1.7 1.9 1.4 

３回制 ４回制

拭しのゲーム ３５回 3.5回

終わりのゲーム 3.6 4.0 

ボーナス得点制
のゲーム

3.8 4.3 



表４３オーパーハンドパス、アンダーハンドパス、スパイク、

ブロックの使用率

(5)オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの割合

両クラスとも、「試しのゲーム」に比べて、アンダーハンドパスの割合が減少しているが、

「終わりのゲーム」とは差はない。

表44．オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの割合

(6)スパイク

表46の１サーブ当たりのスパイク数では「試し」「終わり」のゲームに比べて増加している。

表47のダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの割合では、各クラスとも、「試し」

「終わり」のゲームに比べて、チームプレイによるスパイクの割合が著しい。特に、「４回制」

での増加が著しい。表48のスパイク成功率は、両クラスとも「試し」「終わり」のゲームに比

べて、わずかに高くなっている。

(7)ブロック

スパイクに対するブロックの使用率は、表49に示す通りである。両クラスともブロックの使

用率が著しく増えている。

(8)考察

ボーナス得点制のゲームの効果を調べるために、ゲーム分析を行ない、「試しのゲーム」と
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オーパーハ
ンドパス

アンダーハ
ンドパス

スパイク ブロック

全体
試しのゲーム

終わりのゲーム

ボーナス

得点制のゲーム

34.1 影

41.1 

40.6 

49.3 形

39.8 

36.9 

14.6 影

15.7 

17.8 

2.0 影

3.4 

4.7 

３回制
試しのゲーム

終わりのゲーム

ボーナス

得点制のゲーム

35.2 

4０８ 

41.2 

48.0 

38.3 

36.0 

1３８ 

17.2 

17.7 

3.0 

3.7 

5.1 

４回制
試しのゲーム

終わりのゲーム

ボーナス

得点制のゲーム

32.9 

41.6 

40.0 

50.5 

42.0 

37.8 

153 

1３４ 

179 

1.3 

3０ 

4.3 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム １：１．４ １：１．４ １：１．５ 

終わりのゲーム １ １ １ 0.9 1 

ボーナス

得点制のゲーム
１：１ ｌ：０．９ １：１．１ 



表４５１サーブあたりのスパイク数

表４６ダイレクトスパイクとチームプレイによるスパイクの

割合

表４７スパイク成功率

表４８スパイクに対するブロックの使用率
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全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 0.7回 0.6回 0.7回

終わりのゲーム ０．８ 0９ 0.6 

ボーナス

得点制のゲーム
1.0 1.0 0.9 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム １：２．４ １：２．４ １：２６ 

終わりのゲーム １ 4９ １ ４５ １ 6.4 

ボーナス

得点制のゲーム
１：６．７ １：５．４ １：８．０ 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 818 
形

81.8 
形

8Ｌ７ 
鬼

終わりのゲーム 84.4 87.9 80.8 

ボーナス

得点制のゲーム
85.6 89.2 81.9 

全体 ３回制 ４回制

試しのゲーム 8.9 
形

13.1 
形

4.6 
形

終わりのゲーム 23.2 16.7 14.4 

ボーナス

得点制のゲーム
21.2 24.2 18.1 



「終わりのゲーム」のゲーム分析の結果と比較した。ボーナス得点制のゲームは、他のゲーム

に比べて、アンダーハンドパスの使用率が低く、スパイク・ブロックの使用率が高い。また、

サーブ成功率、スパイク成功率もやや高く、触球数．スパイク数も多い。特に、グイレクトス

パイクとチームプレイによるスパイクの割合では、チームプレイによるスパイクの割合が高く

なっている。「４回制」クラスでは、これが著しくなっている。スパイクに対するブロックの

使用率も高い。

このようなことから、ボーナス得点制のゲームの意図的な攻撃を引き出すねらいは十分に達

成されたといえる。

4）研究の要約

（１）バレーボール教材の第二段階を学習する２年生と３年生を対象に学習成果を比較したが、明

らかに差があり、３年生の適性が認められる。したがって、３年生で多くの時間をかけて学習

すれば効果的であると考えられる。

（２）オーバータイムス「３回制」と「４回制」のクラスを設定して、その学習の成果を比較して

「３回制」、「４回制」のルールのメリットを明らかにしようとしたが、「３回制」、「４回制」

とも技能が向上して大きな差はなかった。しかし、チームプレイによるスパイクの割合の変化

で「４回制」が著しい向上をみせた。このことから「４回制」のメリットを否定できない。

（３）ボーナス点制のゲームを行なうことは意図的な攻撃・防御の技能習得に効果的である。

6．研究のまとめ

研究Ｉ、研究Ⅱと過去２回の研究の結果を合わせて、まとめて考察すると、中学校の体育の授業

におけるバレーボールの指導について次のようなことが言える。

（１）バレーボールの授業は、１年生から行なうより、２年生、３年生で行なう方が効果的で、授業

が成功する可能性が高い。

（２）１年生から授業を行なうとすれば、アンダーハンドパス中心のラリーを続けることを目標に設

定し、ゲームを中心に授業を展開すれば授業が成功する可能性が高い。

（３）２年生から授業を行なう場合、アンダーハンドパス中心のゲーム型、攻撃のコンビネーション

型とも授業が成功する可能性は高いが、１年生よりも「スパイクを含んだラリー」にバレーボー

ルの面白さを見い出す傾向が強く、この意味では、攻撃のコンビネーション中心型の方が生徒の

欲求にうまく合致している。

（４）ゲームを指導の中で適切に行なうことは、技能の向上や楽しさを味わせるために大切である。

その際、ゲームと練習の内容とに明確な対応関係を作り出す必要がある。そのためには、技能段

階や学習課題にみ合ったゲームを行なう必要がある。中学生段階で「意図的な攻撃」を学習のね

らいとすれば、ボーナス得点制やオーバータイムズ４回制などのルールが効果的である。

（５）集団スポーツであるバレーボールを教材にする場合、学習集団（グループ）の人間関係が授業

の成否を決定することが多い。したがって、グループのまとまりや協力体制を強調にすることに

努めなければならない。１年生段階のグループ学習では、グループの学習課題をみつける際やグ

ループ内においてトラブルが生じた際には、教師が積極的に関与して方向づけをしてやる必要が

ある。

（６）初心者が十分にバレーボールの楽しさにふれるだけの技能を身につけさせるようにするために

は、２０時間ぐらいの単元時間をかける必要があると思われる。技能発達が時間数によって、どの

ように変わるかについては、実証的に研究したわけではないが、これまでの実験結果から最低2０
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時間ぐらい必要であると考えられる。

あとがき

授業の成果は、授業を構成する様々な要因（教育環境・教師・生徒の質など）で左右される。こう

した授業を対象として行なう研究では、要因を厳密に限定することは困難である。この研究の結果を

もってただちに中学生を対象としたバレーボール教材の指導について結論づけることはできない。そ

こが本研究の限界である。今後、要因を少しづつ限定しながら、繰返し追突験を行なって明らかにし

ていく必要がある。

注．

（注１）米田博行・広瀬裕司他

（注２）米田博行・高橋健夫他

｢体育の指導過程の研究(1)、（２）第32回日本体育学会1981」

｢バレーボール教材の指導法に関する比較研究(3)第33回日本体

育学会1982」

「３回制と４回制」運動文化NU7197a8P17～Ｐ２０

｢バレーボールの指導法に関する研究」東京大学教養学部体育学

(注３）中村敏雄

(注４）豊田博・古沢久雄

紀要ｌ９８Ｌ３Ｐ１～Ｐ１３

｢体育の授業研究」大修館(注５）小林篤

-８８－ 



資料１

－８９－ 

１年生Ｎ＝６０

女子大附属中

項目点（ｏ－ｘ）／〃診断

、麗里兀始 〔墓単元終 ②－① 単元始 変化 単元終

よるこび

１ とこるよい輿薇

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより響び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

ス。．ア

0.41 

0.51 

Ｕ3６ 

0.53 

0 5９ 

０ 3４ 

0 2７ 

0 3９ 

Ｃ 5１ 

０ 3５ 

４ 2６ 

020 

0 4４ 

０ 1５ 

0 4９ 

0 5６ 

０ 2７ 

0 2９ 

0 2５ 

0 3１ 

0.56 

3.52 

-0.20 

－〔 0７ 

－０ 2１ 

－０ 0４ 

－０ 0７ 

－０ 0７ 

Ｃ 0２ 

－０ 1４ 

－０ 2０ 

0 2１ 

-0 7４ 

○ 

× 

○ 

Ｃ ２ 

Ｘ 

× 

Ｃ 

評価

1１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明，朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 3６ 

０ 5９ 

0．３１ 

0.29 

0 2７ 

0 5９ 

0 3７ 

0 0８ 

0 3４ 

0.15 

3.35 

0 4１ 

０ 5４ 

0 1４ 

0 1０ 

0 2９ 

０ 4４ 

0 4６ 

0 0０ 

0 4１ 

０ 2６ 

3.05 

0 0５ 

－０ 0５ 

－０ 1７ 

－０ 1９ 

0 0２ 

－０ 1５ 

0 0９ 

－０ 0８ 

007 

0.11 

－０ 3０ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

’ 

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよろこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

” 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

046 

－０．２７ 

0 ０７ 

Ｃ 1０ 

0 5４ 

０ 4７ 

０ 2０ 

〔 3７ 

０ 4１ 

０ 4７ 

２ 8２ 

0.47 

－０．２０ 

0.05 

007 

058 

0.鋤

0.22 

041 

0.32 

0．５１ 

2.77 

0 

0 

－０ 

－０ 

0 

-0 

0 

0 

－０ 

0 

－０ 

0１ 

0７ 

0２ 

0３ 

0４ 

1３ 

0２ 

０４ 

0９ 

OMI 

0５ 

× 

Ｃ ３ 

× 

○ 

× 

Ｃ 
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9０ 

２年生Ｎ＝６１

女子大附属中

項目点（○一×）／〃診断

、窯平元始 〔竃単元終 ｡－① 単元始 変化 単元終

よるこび

１ とこるよい輿齋

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより害ぴ

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活助意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.33 

０ 4２ 

０ 1８ 

０ 4５ 

0 6８ 

0 2７ 

0 2３ 

0 1３ 

0 3３ 

０ 6７ 

3.69 

Ｕ5０ 

０ 6５ 

０ 3５ 

０ 6２ 

0 6８ 

０ 3２ 

0 4２ 

0 4２ 

0 5３ 

Ｕ6０ 

5０９ 

0.17 

0 2３ 

0 1７ 

0 1７ 

０ 00 

0 0５ 

０ 1９ 

０ 2９ 

0 2０ 

－０ 0７ 

－１ 4０ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

〆

〆

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

1１ キビキビした動き

1２ 体力づくつ

1３ 明朗活発な性格

1４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習償

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0.30 

0 4５ 

0 1８ 

０ 1０ 

0 ０７ 

0 4０ 

0 6３ 

－０ 0８ 

０ 3５ 

0.05 

2.45 

0 

0 

０ 

0 

０ 

〔

0 

0 

0 

0 

２ 

4０ 

3８ 

2０ 

0２ 

０８ 

6０ 

5０ 

0８ 

4３ 

3０ 

9９ 

０ 

－０ 

０ 

０ 

0 

0 

－０ 

０ 

０ 

０ 

0 

1０ 

0７ 

0２ 

0８ 

0１ 

2０ 

1３ 

1６ 

0８ 

2５ 

5４ 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

〆

〆

４ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活．動

2３ みんなのよるとび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコ了

0.53 

－０ 1５ 

－０ 0７ 

０ 0０ 

０ 2７ 

０ 1５ 

0 1７ 

０ 3３ 

０ 2８ 

０ 3５ 

１ 8６ 

0 6８ 

－０ 1５ 

０ 1０ 

0 2８ 

0 4０ 

0 5８ 

0 3２ 

０ 6５ 

０ 3７ 

0 5８ 

3８１ 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

0 

1５ 

00 

1７ 

2８ 

1３ 

4３ 

1５ 

3２ 

０９ 

2３ 

9５ 

○ 

× 

× 

、

’ 

’ 

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 



資料３

－９１－ 

１年生Ｎ＝４２

安堵中

項目点（ｏ－ｘ）／〃

〔蜜早元始 ②里兀終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ とこるよい興奮

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.28 

076 

069 

067 

0.87 

0.58 

０ 8６ 

Ｃ 4０ 

Ｃ 8９ 

0 朗

6.87 

0.52 

0.62 

0.38 

0.54 

0.58 

0.32 

058 

036 

047 

０ 7６ 

５ 1３ 

0.24 

－〔 1４ 

－０ 3１ 

－０ 1３ 

－０ 2９ 

－０ 2６ 

－０ 2８ 

－０ 0４ 

－０ 4２ 

-０ 1１ 

－１ 7４ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ ３ 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0.80 

１ ００ 

０ 6６ 

０ 8２ 

０ 7７ 

080 

078 

０４０ 

0.64 

0.35 

7.02 

0 8０ 

0 9８ 

0 6２ 

041 

0.39 

０．４３ 

0.62 

0.06 

040 

0.31 

５ 0２ 

0 ００ 

－０．０２ 

－００４ 

－０ ４１ 

－０ 3８ 

－０ 3７ 

－０ 1６ 

－０ 3４ 

－０ 2４ 

－０ OUI 

－２．００ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

、４

３ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

価値

2１ チームワークの発展

” みんなの活動

2３ みんなのよろこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

０ 

０ 

0 

０ 

0 

0 

０ 

０ 

0 

０ 

４ 

6２ 

2５ 

4０ 

1２ 

7７ 

4０ 

0４ 

4２ 

5８ 

6５ 

2５ 

0 3５ 

0 0３ 

0 0３ 

017 

0 3４ 

0 2９ 

0 2５ 

0 2８ 

0 4５ 

Ｃ 3６ 

２ 5５ 

－０.Ｚ７ 

－０ 2２ 

－０ 3７ 

0 0５ 

－０ 4３ 

－０ １１ 

０ ２１ 

－０ 1４ 

－０ 1３ 

－０ 2９ 

－１ 7０ 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

、Ａ

､４ 

２ 

× 

× 

× 

、



資料４

－９２－ 

２年生Ｎ＝４４

安堵中

項目点（Ｏ－ｘ）／〃

〔窟早元始 〔蔑聖工終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるとび

１ こころよい輿癖

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちる作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコァ

0.21 

042 

0.29 

0 5４ 

0 5１ 

0 ０６ 

0 1８ 

０ 0５ 

０ 1９ 

0 8６ 

３ 3１ 

0.30 

030 

011 

0 4４ 

０ 訂

０ 2０ 

0 3６ 

0 2７ 

０ 4２ 

０ 6３ 

３ 4０ 

0.09 

－０ 1２ 

－０ 1８ 

－０ 1０ 

－０ 1４ 

０ 1４ 

0 1８ 

０ 2２ 

0 2３ 

－０ 2３ 

０ 0９ ， ４ Ｃ 

評価

1１ キビキビした動き

1２ 体力づくり

1３ 明朗活発な性格

1４ 精神力の養成

1５ 堂々とがんばる習慣

1６ 協力の習慣

1７ 基本的理論の学習

1８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコァ

０ 4３ 

075 

０１４ 

016 

0.26 

0.38 

035 

－０．３０ 

038 

０１４ 

２ 6９ 

0 2９ 

０ 7４ 

0 1１ 

0 2５ 

0 2２ 

024 

0.25 

０ ０４ 

0 00 

－０ 1０ 

２ ０４ 

－０１４ 

－０．０１ 

－００３ 

009 

－０．０４ 

－０１４ 

－０１０ 

０３４ 

－０．３８ 

－０.別

－０．６５ 

× 

， 

’ 

、４

３ Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永統的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

０ 

0 

－０ 

０ 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

１ 

5２ 

1４ 

1５ 

0２ 

3４ 

2０ 

2１ 

0５ 

1７ 

4８ 

開

０ 4１ 

０ 2０ 

0 1９ 

０ 2０ 

０ 5６ 

０ 1８ 

0 1２ 

0.19 

027 

0.35 

2.67 

－０．１１ 

0 0６ 

０ 3４ 

0 1８ 

０ 2２ 

－０ 0２ 

－０ 0９ 

０ 1４ 

0 1０ 

－０ 1３ 

０ 6９ 

× 

× 

× 

× 

、 ３ Ｃ 



資料５

－９３－ 

１年生Ａ型Ｎ＝３０

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

ｍ鑓皐元始 の爾墾兀終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿舌

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苔しみより害ぴ

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.33 

053 

0.30 

0.57 

0 6０ 

0 3０ 

0 3０ 

0 4７ 

053 

０．５３ 

４ 4６ 

023 

050 

017 

0.60 

０ 7０ 

０ 2７ 

０ 4０ 

0 2７ 

043 

043 

４ 0０ 

－ｑｌＯ 

－０ 0３ 

－０ 1３ 

０ 0３ 

0 1０ 

－０．０３ 

0.10 

－０．２０ 

－０ 1０ 

－０ 1０ 

－０ 4６ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

’ 

、Ａ

３ 

○ 

○ 

× 

Ｃ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ Iﾘｊ朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 4０ 

0 6０ 

0 3３ 

０ 1７ 

0 0７ 

０ 5０ 

０ 4３ 

００７ 

０．５０ 

Ｕ2７ 

3.34 

０ 2３ 

Ｃ 4３ 

０ 1３ 

0.13 

0.33 

0 6０ 

0 4０ 

0 1０ 

0 4７ 

０ 2７ 

３ 0９ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

０ 

０ 

－０ 

０ 

－０ 

０ 

－０ 

1７ 

１７ 

2０ 

0４ 

2６ 

1０ 

0３ 

0３ 

0３ 

00 

2５ 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

、凸

〆

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

価値

2１ チールワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるとび

2４ 利己主義の抑}Ｉｉｌｌ

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

063 

－０．３３ 

ｑｌ３ 

0.10 

０ 5７ 

０ 5７ 

0 1３ 

０ 3７ 

０ 4３ 

0 5０ 

３ 1０ 

0 

－０ 

０ 

0 

〔

0 

０ 

Ｃ 

（ 

３ 

5３ 

2３ 

2０ 

1７ 

7０ 

４７ 

1０ 

5７ 

5３ 

5３ 

5７ 

－０ 

０ 

0 

０ 

0 

－０ 

－０ 

０ 

０ 

0 

〔

1０ 

1０ 

0７ 

0７ 

1３ 

1０ 

0３ 

2０ 

1０ 

0３ 

4７ 

○ 

× 

○ 

Ｃ 

’ 

〆

３ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 



資料６

－９４－ 

１年生Ｃ型Ｎ＝３０

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

： 
篭 ②単元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿鱈

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 著しみより醤び

５ 災団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

048 

0.48 

0．４１ 

0.48 

059 

０．３８ 

0 2４ 

0 3１ 

０ 4８ 

0 6６ 

４ 5１ 

0.17 

038 

0 １４ 

０ 3８ 

０ 4１ 

０ 2８ 

0 1７ 

０ 2４ 

－０ 7０ 

069 

2.16 

－０３１ 

-0.10 

－０２７ 

－０ 1０ 

－０ 1８ 

－０ 1０ 

－０ 0７ 

－０ 0７ 

－１ 1８ 

0 0３ 

－２ 3５ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｃ 

､‘ 

、４

、４

２ 

× 

× 

× 

× 

○ 

， 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ Iﾘｊ朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理證の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 3１ 

０ 5９ 

０ 2８ 

0 4１ 

０ 4８ 

0.59 

031 

０．１０ 

0 1７ 

0 0３ 

３ 2７ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

－０ 

０ 

０ 

３ 

5９ 

6６ 

1４ 

0７ 

221 

2８ 

5２ 

1０ 

3４ 

2８ 

0２ 

０ 

0 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

0 

－０ 

0 

０ 

－０ 

2８ 

0７ 

1４ 

3４ 

2４ 

3１ 

2１ 

2０ 

1７ 

2５ 

2５ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

〆

、４

〆

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｃ 

価値

2１ チールワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよろこび

別 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理為と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコ了

0 2８ 

－０ 2１ 

0 00 

０ 1０ 

０ 5２ 

038 

0.28 

0 3８ 

０ 3８ 

0 4５ 

２ 5６ 

０ 

－０ 

－０ 

－０ 

0 

0 

0 

０ 

0 

０ 

１ 

4１ 

1７ 

1０ 

0３ 

4５ 

2１ 

3４ 

2２１ 

1０ 

4８ 

9３ 

0 

0 

-（ 

－（ 

－０ 

－〔

０ 

－０ 

－０ 

０ 

－０ 

1３ 

0４ 

1０ 

1３ 

0７ 

1７ 

０６ 

1４ 

2８ 

0３ 

6３ 

× 

× 

× 

， 

、Ａ

、４

２ 

× 

× 

× 

× 

○ 

× 

× 

， 



資料７

－９５－ 

1年生Ａ型Ｎ＝２８

安堵中

項目点（○一×）”

、蜜早元始 〔竃平元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるとび

こころよい輿斎

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苫しみより啓び

５ 災団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 悩極的活動意欲

８ ｢Ｉ主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

０４１ 

Ｃ 5９ 

０ 5２ 

0 6３ 

0 7４ 

0 3７ 

0 8５ 

０ 5９ 

0 7８ 

０ 8１ 

６ 2９ 

057 

０ 4６ 

０ 0７ 

０ 3９ 

0 6１ 

0 3２ 

０ 4６ 

0 2５ 

0 3２ 

0 8２ 

４ 幻

016 

－０ 1３ 

－０ 4５ 

－０ 2４ 

－０ 1３ 

－０ 0５ 

－０ 3９ 

－０ 3４ 

－０ 4６ 

0 0１ 

－２ 0２ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

、‘

､△ 

２ 

○ 

× 

○ 

Ｃ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ ＷＩ朗活発な性格

４ Ｗｉ神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ )＆本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 

１ 

０ 

0 

0 

Ｃ 

0 

０ 

（ 

０ 

６ 

8１ 

00 

5２ 

8５ 

6９ 

5９ 

6３ 

3０ 

5６ 

4１ 

3４ 

０ 

０ 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

０ 

0 

５ 

8２ 

9６ 

5４ 

4３ 

4６ 

5４ 

6１ 

0１ 

5７ 

3９ 

3６ 

０ 

－０ 

０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

０ 

－〔

－〔

0１ 

0４ 

0２ 

4２ 

2１ 

0５ 

０２ 

2６ 

0１ 

0２ 

9８ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

’ 

〆

／ 

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

0 

－０ 

0 

－０ 

0 

０ 

Ｃ 

0 

0 

0 

３ 

7４ 

0７ 

1５ 

1９ 

7４ 

4４ 

００ 

2６ 

3７ 

9３ 

3７ 

0 

０ 

－０ 

0 

０ 

0 

0 

０ 

0 

０ 

１ 

3９ 

1４ 

1８ 

1８ 

2１ 

11 

1８ 

1８ 

3６ 

2５ 

8２ 

－０ 

０ 

－０ 

0 

－０ 

－０ 

Ｃ 

－０ 

－Ｃ 

－０ 

－１ 

3５ 

2１ 

3３ 

3７ 

5３ 

3３ 

1８ 

0８ 

０１ 

6８ 

5５ 

○ 

× 

× 

○ 

× 

× 

○ 

Ｃ 

、Ｌ

ﾉｖ 

、４

、

、‘

２ 

× 

× 

× 

× 

× 

， 



資料 ８ 
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１年生Ｃ型Ｎ＝１４

安堵中

項目点（ｏ－ｘ）／〃

、潟半元始 （富平元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿ｌｉｉ

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団ｉｌｌｉ動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活助意欲

８ 自主的魁考と活動

９ 体育科目の価価

1０ 体育の授業時間数

スコア

0.14 

0 9３ 

0 8６ 

0 7１ 

１ 0０ 

0 7９ 

0 8６ 

０ 2１ 

１ 00 

０ 9３ 

７ 4３ 

０．４６ 

0 7７ 

0 6９ 

０ 6９ 

0 5K１ 

0 3１ 

０ 6９ 

0 4６ 

0 6２ 

0 6９ 

５ 9２ 

0.32 

-016 

－０１７ 

－００２ 

－Ｃ 妬

－０ 4８ 

－Ｃ 1７ 

0 2５ 

－０ 3８ 

－０ 2４ 

－１ 5１ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

Ａ 

、。

、

〆

３ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明朗活発な性格

４ 精神刀の養成

５ 堂々とがんばる習悩

６ 協力の習仙

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 

１ 

0 

0 

0 

１ 

０ 

0 

０ 

０ 

７ 

7９ 

0０ 

7９ 

7９ 

8６ 

00 

9３ 

5０ 

7１ 

2９ 

6６ 

0 

１ 

0 

0 

0 

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

４ 

7７ 

0０ 

6９ 

3８ 

31 

3１ 

6２ 

0８ 

2３ 

2３ 

6２ 

－０ 

0 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－３ 

0２ 

0０ 

1０ 

4１ 

5５ 

6９ 

3１ 

4２ 

4８ 

0６ 

0４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

’ 

、４

、

、

２ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

Ｂ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活助

2３ みんなのよるこび

別 利己二l｛義の抑制

2５ 永続的な仲１１１１

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

Ｃ 

０ 

０ 

０ 

４ 

5０ 

4３ 

6４ 

4３ 

7９ 

3６ 

0７ 

5７ 

7９ 

3６ 

9４ 

0 

－０ 

０ 

0 

0 

0 

0 

０ 

0 

0 

３ 

3１ 

0８ 

2３ 

1５ 

4６ 

４１６ 

3１ 

3８ 

5４ 

4６ 

2２ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

－０ 

０ 

0 

－０ 

－０ 

０ 

－１ 

1９ 

5１ 

4１ 

2８ 

3３ 

1０ 

2４ 

1９ 

2５ 

1０ 

7２ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

Ｂ 

、６

、‘

、‘

２ 

× 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 



資料 ９ 
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－９７－ 

２年生Ａ型Ｎ＝３１

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

ｍ悪事元始 ②単元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい興奮

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苦しみより喜び

５ 集団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活助意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スロコア

040 

0.53 

030 

0.53 

OＢＯ 

040 

０ 3３ 

０ 2７ 

０ 4０ 

0 7０ 

４ 6６ 

043 

0.67 

033 

0.63 

070 

033 

0.53 

040 

040 

057 

4.99 

003 

０ 1４ 

0 0３ 

〔 1０ 

－〔 1０ 

－０ 0７ 

〔 2０ 

0 1３ 

0 0０ 

－０ 1３ 

0 3３ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

’ 

４ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

1１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ 明朗活発な性格

４ 精神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0 

0 

０ 

０ 

0 

0 

0 

－０ 

0 

０ 

３ 

5３ 

5０ 

3７ 

1７ 

1０ 

5７ 

6３ 

0３ 

6３ 

1７ 

6４ 

０５７ 

０３０ 

０ 2３ 

－０ 1７ 

0 0７ 

０ 6０ 

0 5７ 

０ 0７ 

０ 4０ 

0 3７ 

３ 0１ 

0 0４ 

-0 2０ 

－０ 1４ 

－〔 3４ 

－０ 0３ 

〔 0３ 

－（ 0６ 

０ 1０ 

－０ 2３ 

020 

－０５６ 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 

、ム

ﾉﾜ 

３ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんむのよろこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

0 

－０ 

－０ 

0 

0 

０ 

0 

０ 

0 

0 

２ 

6７ 

1３ 

0３ 

0３ 

3７ 

2０ 

3０ 

4３ 

1７ 

5７ 

5８ 

０ 7０ 

－０ 2３ 

０ 1７ 

0 0３ 

０ 4０ 

０ 7０ 

0 3３ 

0 7３ 

0 4３ 

0 7０ 

３９６ 

003 

－０ 1０ 

0 2０ 

0 0０ 

0 0３ 

０ 5０ 

0 0３ 

0 3０ 

０２６ 

013 

1.38 

○ 

× 

○ 

× 

○ 

Ｃ 

〆

〆

ノリ

４ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 



資料１０

－９８－ 

２年生Ｃ型Ｎ－３０

女子大附属中

項目点（○一×）／〃

ｍ露早元始 〔詔架元終 ②－① 

診断

ﾌI』

蛤 変化 単元終

よるこび

1 こころよい輿雷

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうるおい

４ 苦しみより喜び

５ 災団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ liHl極的活動意欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコ了

0.幻

０ 3０ 

0 0７ 

０ 3７ 

0 5７ 

０ 1３ 

０ 1３ 

０ ００ 

0 ” 

0 6３ 

2.74 

０５７ 

0 6３ 

0 訂

０ 6０ 

0 6７ 

0 3０ 

Ｃ 3０ 

0 4３ 

0 6７ 

０ 6３ 

５ 1７ 

０．３０ 

０ 3３ 

０ 3０ 

０ 2３ 

0 1０ 

0 1７ 

0 1７ 

0 4３ 

0 4０ 

0 0０ 

2.43 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

〆

ﾉﾜ 

〆

〆

〆

５ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ａ 

評価

1１ キビキビした動き

1２ 体力づくり

1３ Iﾘｊ朗活発な性格

1４ 輔神力の養成

1５ 堂々とがんばる習慣

1６ 協力の習慣

1７ 基本的理論の学習

1８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

0.07 

0 4０ 

0 0０ 

0 0３ 

０ 0３ 

０ 2３ 

０ 6３ 

－０ 1３ 

0 0７ 

－０ 1０ 

１ 2３ 

〔

Ｃ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

０ 

２ 

2３ 

4７ 

1７ 

1３ 

1０ 

6０ 

4３ 

1０ 

4７ 

2３ 

9３ 

０１６ 

０ 0７ 

０ 1７ 

0 1０ 

０ 0７ 

0 3７ 

-0.20 

0.23 

040 

033 

170 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

× 

× 

， 

〆

／ 

５ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

Ｃ 

価値

２１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよるこび

2４ 利己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人間の育成

2７ 理論と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコァ

０ 4０ 

－０ 1７ 

－０１０ 

－００３ 

０ 1７ 

0 1０ 

０ 0３ 

0 2３ 

0 4０ 

0 1３ 

１ 1６ 

0 

－０ 

０ 

0 

0 

０ 

0 

0 

０ 

0 

３ 

６７ 

0７ 

0３ 

2３ 

4０ 

4７ 

3０ 

5７ 

3０ 

4７ 

3７ 

027 

010 

0.13 

026 

0.23 

037 

Ｏ幻

034 

－０１０ 

034 

2．２１ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

、

’ 

〆

ﾉｖ 

４ 

○ 

× 

○ 

○ 

Ｂ 
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２年生Ａ型Ｎ＝３０

安堵中

項目点（○一×）／〃

圖
駕 〔冨聖兀終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ こころよい輿衝

２ 心身の緊張をほぐす

３ １ ２」 活のうろおい

４ 劃 しみより喜び

５ Ⅱ 団活勤の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ 積極的活釛．芭欲

８ 自主的思考と活動

９ 体育科目の価ＩＩＩｉ

1０ 体firの授業時１１M数

スコア

018 

０ 1４ 

０ 1１ 

0 3９ 

０ 3２ 

０ OMI 

0 0４ 

－０ 1４ 

0 0７ 

０ 5０ 

１ 6５ 

024 

0.24 

０ 00 

０ 3１ 

0 別

0 1０ 

０ 2１ 

０ 2４ 

0 ４１ 

０ 5５ 

２ 5４ 

006 

010 

－０１１ 

－００８ 

-0.08 

0０６ 

0.17 

038 

034 

００５ 

０８９ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｅ 

〆

３ 

× 

× 

× 

× 

○ 

Ｃ 

評価

キビキビした助き

２ 体力づくり

３ Iﾘｌ肌活発な性桁

４ Ｗｉ神刀の鍵成

５ 々とがんばるｉＬｉ１慨

６ 協刀のｉｌ１Ⅲ

７ ｌＩｌｉ本的 諭の学習

８ 深い砿Ｉｌｉｌ１

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 

0 

0 

０ 

０ 

０ 

0 

－０ 

0 

－０ 

１ 

3２ 

5７ 

Oul 

00 

1４ 
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3９ 
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2９ 

1８ 

4７ 

０ 1４ 

０ 6２ 
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０ ２１ 

０ 00 

0 3４ 
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－００７ 

0 1０ 

１ 2０ 

－０１８ 

００５ 

－０１１ 

0.21 

－０１４ 

005 

－０３２ 

０２５ 

－０．３６ 

０．２８ 

－０２７ 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

Ｅ 

、

〆

、

、凸

３ 

× 

× 

× 

× 

× 

、

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活、1１

2３ みんなのよるこび

2４ fIl己主義の抑制

2５ 永続的な仲間

2６ 主体的人ｌＩｌｌのｆＴ成

2７ 理冷と実践の統一

2８ 授業のれらい

2９ 敬師の存在価価

3０ 体ｆＴ科目の必要性

スコア

0 5０ 

－０ 0４ 

－０ 0７ 

0 1８ 

０ 2９ 

０ 3９ 

０ 1１ 

－０ 1４ 

０ 2５ 

０ 6４ 

２１１ 

0 1７ 

０ 0３ 

０ 1７ 

０ 0３ 

０ 4１ 

０ 0７ 
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0 2４ 
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００７ 

0.24 

－０－１５ 
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－０．３２ 
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－００１ 
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－００３ 

× 

× 

× 

× 

○ 

， 

、

、

〆

３ 

× 

× 

○ 
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２年生Ｃ型Ｎ＝１４

安堵中

ﾘﾋﾞi目点（○一ｘ）／〃

ｍ寵平元始 の激耶元終 ②－① 

診断

単元始 変化 単元終

よるこび

１ ここるよい興奮

２ 心身の緊張をほぐす

３ 生活のうろおい

４ 苦しみより喜び

５ 染団活動の楽しみ

６ 友だちを作る場

７ Iili極的活助意欲

８ 〔ｌ主的思考と活動

９ 体育科目の価値

1０ 体育の授業時間数

スコア

０２３ 

0 6９ 

0 4６ 

0 6９ 

0 6９ 

０ 0８ 

0 3１ 

０ 2３ 

0 3１ 

0 8５ 

４ 5４ 

０３６ 

0 3６ 

０ 2１ 

0 5７ 

0 5０ 

０ 2９ 

０ 5０ 

０ 2９ 

0 4３ 

0 7１ 

４ 2２ 

013 

－０ 3３ 

－０ 2５ 

－０ 1２ 

－０ 1９ 

0 2１ 

0 1９ 

０ 0６ 

0 1２ 

－０ 1４ 

－０ 3２ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

Ｃ 

、４

３ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

Ｂ 

評価

１ キビキビした動き

２ 体力づくり

３ ＷＩ朗活発な性格

４ 輔神力の養成

５ 堂々とがんばる習慣

６ 協力の習慣

７ 基本的理論の学習

８ 深い感動

1９ 授業のまとまり

2０ 授業の印象

スコア

０ 5４ 

0 9２ 

０ 2３ 

0 3１ 

0 3８ 

0 4６ 

０ 3１ 

－０ 2３ 

０ 4６ 

０ 4６ 

３８４ 

０ 4３ 

０ 8６ 

０ 2９ 

０ 2９ 

0 4３ 

0 1４ 

0 4３ 

0 2１ 

0 0７ 

－０ 2９ 

２８６ 

－０ 1１ 

0 0６ 

０ 0６ 

－０ ０２ 

０ 0５ 

－０ 3２ 

０ 1２ 

0 “ 

－０３９ 

－０７５ 

－０ 9８ 

× 

Ｃ 

〆

、

ﾉﾜ 

〆

、ム

、‘

３ Ｃ 

価値

2１ チームワークの発展

2２ みんなの活動

2３ みんなのよろこび

別 利己主義の抑制

2５ 永統的な仲間

2６ 主体的人間の育成

幻 理洽と実践の統一

2８ 授業のねらい

2９ 教師の存在価値

3０ 体育科目の必要性

スコア

054 

０ 3１ 

－０ 2３ 

－０ 1５ 

0 3８ 

０ 00 

0 3１ 

０ 2３ 

0 0８ 

０ 3１ 

7８ 

０６４ 

0 3６ 

0 2１ 

0 3６ 

Ｃ 7１ 

０ 2９ 
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0 1４ 

０ 2９ 

0 2１ 

３ 2１ 
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Ｃ 0５ 

0 4４ 

０ 5１ 

０ 3３ 

0 2９ 
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0．２１ 
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１４３ 

× 

○ 

× 

× 
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’ 
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〆

、
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○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 
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× 
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